
１１月３日、長柄農林商工まつり内で、
バス待合所の上棟式を行いました。

爽やかな秋空の下、お餅とお菓子を求め
る大勢のお客さんで盛り上がりました。

このバス待合所は来年４月１日から小湊
鐵道（株）が運行する路線バスの運行経路
を一部変更して、役場前にバス停留所を設
置することに伴い建設しています。

平成29年11月17日発行No.422
発行・編集／長柄町役場企画財政課　☎0475−35−2110　〒297−0298  千葉県長生郡長柄町桜谷712番地
長柄町ホームページ　http://www.town.nagara.chiba.jp/

人口と世帯数
　（平成29年11月1日現在）
人　口　7,163人（− 3）
　男　　3,607人（＋ 1）
　女　　3,556人（− 4）
世帯数　2,953世帯（± 0）
　　　　（　）内は前月比

町マスコット
　　キャラクター
町マスコット
　　キャラクター

バス待合所上棟式を開催
議会だより合併号
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問い合わせ先　千葉大学コミュニティ･イノベーションオフィス　☎043-251-1111（内線4144）

千葉大学カレッジリンクとは
千葉大学の学生と地域住民が一緒に学び、ア

イディアを出し合って、地域の課題解決のため
の企画を考えるプログラムのことです。

学生は単位を取得し、一般参加者は学長名の
履修証明書が授与されます。

9:00～12:30
長柄町生涯活躍のまち
と地域ブランド
長柄町生涯活躍のまち
構想について 等
13:30～17:00
地域の特性を知る
・地域資源の発掘
・グループ討論＋発表

9:00～12:30
地域のコンセプトと価値づくり
・コンセプトの開発
・体験の場づくり
13:30～17:00
地域のプロモーション
・�地域のブランディングと

コミュニケーションづくり
・グループ討論＋発表

授業内容（地域の特徴を知り、地域の発展に活かす２日間）

「千葉大学カレッジリンク in長柄町」受講者を募集します

前回のカレッジリンクの様子

1 日目 2 日目

テーマ　「地域をブランディングする」
日　程　１２月９日（土）・１０日（日）
時　間　２日間ともに９：００～１７：００
場　所　リソル生命の森 フォレストアカデミー
受講料　１０，０００円（昼食・資料代込）
※申込み後に振り込み先をメールで送付します。
申込方法　�氏名、年齢、住所、職業、電話番号、

メールアドレスを明記のうえ、メール又
はFAXで申込み

申込先　メール：coc-p@chiba-u.jp
　　　　FAX：０４３－２９０－２１４８

（カレッジリンク担当者宛て）
申込締切　１１月２４日（金）定員になり次第終了

多年にわたり地域安全活動に尽力し、安全で安心なまちづくりに貢献されたとして、本町防犯指導
員である神崎 好功 氏（篠網）が関東管区警察局長・関東防犯協会連絡協議会より防犯功労者として表
彰されました。

また、防犯指導員として地域における防犯思想の普及高揚、防犯活動に尽力しその功績が優良であっ
たとして町防犯指導員の鹿間 良信 氏（桜谷）、金坂 光章 氏（六地蔵）が公益財団法人千葉県防犯協
会理事長より優良防犯指導員として表彰
されました。

受賞者された３名におかれましては、
現役の防犯指導員として日々町の防犯力
向上にご尽力いただいています。

関東管区防犯功労者・優良防犯指導員として
表彰されました

平成 29 年度

問い合わせ先　総務課　行政管財係　☎35-2111

神崎 好功 氏 鹿間 良信 氏 金坂 光章 氏

※セルフビルドとは、自分の家（本事業では待合所）を自らの手で楽しみながら建設すること。
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バス待合所ニュース №3
バス待合所ニュース №3

ボランティア募集中

年齢：不問　性別：不問　経験：不問
申込み先：企画財政課企画政策係

Q　この建物はなんですか？
Ａ　バスの待合所になります。

来年４月１日から小湊鐵道
（株）が運行する路線バス（茂
原駅南口〜大津倉）の運行経路
を一部変更して、新たに役場前
にバス停が設置されます。是非
ご利用ください。

Q　立派な木を使って
いるね。いくらぐらい
かかるの？
Ａ　間伐材を使ってい
ま す 。 価 格 は 通 常 だ
と約400万円するもの
が、「セルフビルド」
で建てることで200万
円程度になりました。

Q　上棟式のときにいた赤い人と
緑の人は何者ですか？
Ａ　赤い人は「その場

ば

しのぎ増
ま す

」
さん。緑の人は「ベビーカーおろ
すんジャー」さんです。木の伐採
や皮むき作業等をお手伝いしてく
ださった東京都杉並区方南町から
来たボランティアさんです。

バス待合所上棟式終了後に、待合所の色
を決めるため、長柄農林商工まつりに来
場した子どもたちに４つの配色のうち気に
入ったものにシールを貼ってもらいまし
た。今後、最も投票数の多かった配色で作
業を進めていきます。どれが選ばれたか
は、出来上がってからのお楽しみ。

結局あの建物は何になるの？など皆さんからの質問が多
くありましたので疑問にお答えします。

待合所の色を投票で決めました。

※セルフビルドとは、自分の家（本事業では待合所）を自らの手で楽しみながら建設すること。

実は半数が素人です。※セルフビルドで建てています。

見よ！職人
たちの誇ら

しげな姿！
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問い合わせ先　企画財政課　財政係　☎35-2110

特　　別　　会　　計

一　　般　　会　　計

区　　　分 予　算　額 収入済額
町 税 11 億 6,889 万 0 千円 8 億 2,525 万 2 千円
地 方 譲 与 税 5,830 万 0 千円 1,754 万 5 千円
利 子 割 交 付 金 80 万 0 千円 43 万 4 千円
配 当 割 交 付 金 530 万 0 千円 100 万 5 千円
株 式 等 譲 渡 所
得 割 交 付 金 500 万 0 千円 0 千円
地方消費税交付金 1 億 3,290 万 0 千円 7,562 万 6 千円
ゴ ル フ 場 利
用 税 交 付 金 5,450 万 0 千円 2,430 万 3 千円
自 動 車 取 得
税 交 付 金 1,790 万 0 千円 813 万 2 千円

地方特例交付金 120 万 6 千円 120 万 6 千円
地 方 交 付 税 9 億 1,320 万 9 千円 6 億 3,051 万 8 千円
交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金 190 万 0 千円 100 万 4 千円
分担金及び負担金 2,251 万 0 千円 681 万 5 千円
使用料及び手数料 6,089 万 2 千円 3,713 万 7 千円
国 庫 支 出 金 2 億 8,494 万 8 千円 5,936 万 7 千円
県 支 出 金 3 億 3,370 万 5 千円 1,897 万 0 千円
財 産 収 入 1,159 万 0 千円 548 万 8 千円
寄 附 金 6,000 万 1 千円 1,783 万 0 千円
繰 入 金 3 億 8,075 万 2 千円 3 億 6,511 万 5 千円
繰 越 金 1 億 6,825 万 3 千円 1 億 6,825 万 5 千円
諸 収 入 6,695 万 5 千円 1,810 万 4 千円
町 債 2 億 9,649 万 3 千円 0 千円

区　　　分 予　算　額 支出済額
議 会 費 7,747 万 1 千円 4,154 万 0 千円
総 務 費 8 億 1,826 万 1 千円 3 億 9,961 万 3 千円
民 生 費 8 億 9,514 万 5 千円 3 億 1,370 万 8 千円
衛 生 費 3 億 9,067 万 3 千円 1 億 5,742 万 4 千円
農林水産業費 1 億 6,046 万 9 千円 6,160 万 9 千円
商 工 費 2,564 万 8 千円 1,119 万 2 千円
土 木 費 6 億 9,271 万 0 千円 1 億 3,397 万 0 千円
消 防 費 1 億 4,798 万 7 千円 7,959 万 6 千円
教 育 費 3 億 5,866 万 9 千円 1 億 2,873 万 1 千円
災 害 復 旧 費 3 千円 0 千円
公 債 費 3 億 401 万 1 千円 1 億 3,055 万 8 千円
諸 支 出 金 1 億 6,995 万 7 千円 1 億 5,688 万 0 千円
予 備 費 500 万 0 千円 0 千円

■■■町債の内容
総務債 6 億 7,173 万 3 千円
民生債 1 億 8,023 万 1 千円
衛生債 1 億 6,015 万 0 千円
農林水産業債 3,229 万 0 千円
土木債 2 億 2,968 万 0 千円
教育債 3 億 1,305 万 8 千円
臨時財政対策債 15 億 5,699 万 8 千円
災害復旧債 0 千円
下水道債 （農集） 2 億 6,364 万 1 千円
下水道債 （浄化槽） 2 億 6,873 万 8 千円

計 36 億 7,651 万 9 千円

■■■町の財産
土　地 803,136 ㎡
建　物 42,677 ㎡
基　金 17 億 3,832 万 7 千円

会計区分 予　算　額 収入済額 支出済額
国民健康保険特別会計 11 億 5,299 万 3 千円 5 億 3,632 万 2 千円 5 億 2,565 万 1 千円
農業集落排水事業特別会計 5,400 万 0 千円 1,388 万 1 千円 2,189 万 2 千円
介護保険特別会計 7 億 1,197 万 3 千円 3 億 6,632 万 8 千円 2 億 8,925 万 4 千円
浄化槽事業特別会計 6,610 万 0 千円 1,716 万 4 千円 2,757 万 0 千円
後期高齢者医療特別会計 7,720 万 0 千円 2,842 万 7 千円 1,554 万 7 千円

財政状況の公表は、町民の皆さんに町の財政がどの
ように運営されているかを知っていただくため年 2 回
実施します。

今回は平成 29 年度上半期（4 月から 9 月）の執行
状況をお知らせします。

35 億 5000 万円でスタートした平成 29 年度一般会

計予算は、3 回の補正を行い、9 月末現在額は 40 億
4,600 万 4 千円（平成 28 年度からの繰越 1 億 2446
万 4 千円を含む）となっています。予算額に対する収
入済額の割合は 56.4 パーセント、支出済額の割合は
39.9 パーセントとなっています。

平成29年度　上半期の財政事情

歳　入 予 算 額 40 億 4,600 万 4 千円
収入済額 22 億 8,210 万 6 千円 歳　出 予 算 額 40 億 4,600 万 4 千円

支出済額 16 億 1,482 万 1 千円
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○月曜テニス教室
日　　時　　月曜日（１２月４日、１１日、１８日、２５日）
　　　　　　午前の部１０：００～１２：００　午後の部１３：００～１５：００
場　　所　　都市農村交流センター
講　　師　　テニスインストラクター　鐵　和子　氏
対　　象　　各回１０名程度
参 加 費　　１人１回（２時間）５００円
持 ち 物　　テニスシューズ、ラケット（有料レンタルあり）

○長柄ダム・エンジョイウォーク
日　　時　　１２月９日（土）　９：３０～１２：３０
場　　所　　都市農村交流センター
講　　師　　日本ウォーキング協会　安嶋　健　氏
対　　象　　１５名
参 加 費　　３００円
持 ち 物　　帽子・手袋・飲み物

○くん製作り体験
日　　時　　１２月１０日（日）　１０：００～１４：００
場　　所　　都市農村交流センター
対　　象　　２０名
参 加 費　　中学生以上１,５００円、子ども８００円

○門松作り体験
日　　時　　１２月２６日（火）　１０：００～１２：００
場　　所　　都市農村交流センター
対　　象　　１５名
参 加 費　　３,０００円（門松一組分の材料費、講師料も含む）

・狩猟期間前には、射撃練習や講習会を開催します。
・狩猟の際の怪我に対する保険も充実しています。
・地元の猟師を始め、狩猟を通して仲間が増えます。
・団体（大人数）で狩猟をすることができ、
　捕獲効率が上がります。
・経験豊富な会員から狩猟技術を学べます。
・会誌などで狩猟に関する情報が
　いち早く手に入ります。

猟友会へ入りませんか！！

問い合わせ先
一般社団法人　千葉県猟友会　☎043-222-6033

有害鳥獣10月分捕獲実績
有害鳥獣名 捕獲数 平成29年度累計
ハクビシン 0 48
アライグマ 7 121
イノシシ 35 217

ニホンジカ 0 2

問い合わせ先
産業振興課　農林振興係　☎35-4447
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イノシシ出没にご注意ください 有害鳥獣被害対策をしましょう
近年、イノシシが通学路や住宅地等へ侵入す
るなどの報告が寄せられています。
イノシシを見かけた場合、驚かせたり、急に
走り出したりせず、イノシシの視界から見えな
くなるよう、できるだけ遠ざかり、安全な場所
へ避難してください。

鳥獣被害は、農家の生産意欲減退、耕作放棄
地の増加をもたらすなどの一因となっています。
農作物の被害は、捕獲活動だけでは防ぐこと

ができないのが現状です。
被害を防止するために、イノシシの餌となる

不要な果実や野菜の処分、隠れ場所となるヤブ
の刈り払いを行うなどの環境整備にご協力くだ
さい。
その上で、侵入防止柵の整備を実施した方が

有効となります。
さらに、防止効果を高めるために、被害防止

対策に地域ぐるみで取り組むことが大切です。

農作物を有害鳥獣から守りましょう

問い合わせ先　産業振興課　農林振興係　☎35-4447

　防災行政無線は災害発生時など、町内の情報伝達手段のひとつとして、欠かせない
ものです。

　今回、防災行政無線デジタル式戸別受信機の運用を開始したことに伴い、無償で貸出（１世帯・１事業所
につき原則１台）を実施しています。ぜひ住家、事業所内での設置をお願いします。
　申請は長柄町役場２階総務課窓口までお願いします。

※デジタル式と並行して運用しているアナログ式個別受信機の利用については、平成30年３月末をもって終了する予定です。

１０月８日、梅乃木荘で刑部区（平野 正敏区長）と
区内の自主防災会が合同で防災対策講習会を実施しま
した。防災意識の高揚、知識普及を図るため、地域で
の住民の役割などを基本とした災害対策講習や非常食
の試食、また西消防署の指導のもとＡＥＤを使用した
救急救命講習会などを実施しました。

現在（１０月末現在）、町内で３３の自主防災組織が
設置されています。皆さんの地域でも防災について考
えてみましょう。また、自主防災組織が未設置の自治
会は、設置について検討してみてはいかがでしょうか。

～刑部区・自主防災会
合同防災対策講習会を実施～

防災行政無線デジタル式戸別受信機の貸出について

問い合わせ先　総務課　行政管財係　☎35-2111
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問い合わせ先　産業振興課　農林振興係　☎35-4447

町内特産品紹介
ネギ生産組合（ネギ作りオーナー体験）
体験：１１月中旬～４月下旬
☎ 0475-35-0223　平原　威

長柄町のネギは甘くてとても柔らか
いです。美味しさの秘訣は空気をたっ
ぷりと含んだ黒色の土にあります。こ
のおいしいネギが育つ畑を一畝（う
ね）単位でオーナー制として貸し出し
ます。

一畝（１２ｍ）で約２００～４００

本のネギが収穫できるので、ご近所の
方と一緒にオーナーになることもでき
ます。受け入れ農家が全面的にサポー
トしてくれるので心配もいりません。
食卓の主役にはならないネギですが、
“かかせない名脇役”を育ててみるの
も一考ではないでしょうか？

問い合わせ先　農業委員会事務局　☎35-4447

農業者年金に加入しましょう
農業者年金は国民年金の第 1 号被保険者（保

険料納付免除者は除かれます。）である農業者に
対し、年金の給付を行うことにより、農業者の
老後生活の安定と福祉の向上を図るとともに、
保険料助成を通じて農業の担い手を確保すると
いう目的をあわせ持つ政策年金です。

将来受給する年金は、自らが納めた保険料を
原資として農業者年金基金が運用し積み立てる
方式ですので加入者・受給者数に左右されず少
子高齢化の進展にも対応できることから保険料
が引き上げられることもありません。

保険料の額は２万円から６万７千円までの

間で自由に選択でき、今後の老後設計や農
業経営の状況に応じていつでも見直すことが
できます。支払った保険料は全額（年額最高
８０万４千円）が社会保険料控除の対象とな
り、所得税・住民税の節税につながります。ま
た、将来受け取る農業者年金は、公的年金控除
の対象となり税制面でも優遇措置があります。

さらに、認定農業者等の一定の要件（必須）
及び区分①から⑤の要件のいずれかを満たす方
は国から月額最高１万円の保険料補助（最長
２０年間）が受けられます。

区分 一定の要件（60 歳までに 20 年以上の保険料納付期間
があり農業所得が９００万以下であること。）

基本月額２万円－国庫助成＝保険料
35 歳未満 35 歳以上

① 認定農業者で青色申告者

10,000 円 14,000 円② 認定就農者で青色申告者

③ 区分①又は②の者と家族経営協定を締結し、経営に参
画している配偶者又は後継者

④ 認定農業者又は青色申告者のいずれか一方を満たす者
で、3 年以内に両方を満たすことを約束した者

14,000 円

16,000 円

⑤
35 歳未満の農業後継者で 35 歳まで（25 歳未満の者
は 10 年以内）に認定農業者で青色申告者になることを
約束した者
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工 事 名　町道１３９１号線道路改良工事
工事場所　長柄山地先
入 札 日　１０月１０日
契約金額　１，６２０，０００円
契約業者　中部興産㈱

工 事 名　町道１３９３号線排水整備工事
工事場所　長柄山地先
入 札 日　１０月１０日
契約金額　４，６００，８００円
契約業者　㈲黒須商会

事 業 名　社会資本整備総合交付金
橋梁長寿命化修繕計画更新業務

納入場所　長柄町内一円
入 札 日　１０月１０日
契約金額　５，４００，０００円
契約業者　和合建設コンサルタント㈱

事 業 名　普通河川刑部川測量業務
納入場所　刑部地先
入 札 日　１０月１０日
契約金額　３，７５８，４００円
契約業者　光和測量㈱

工 事 名　町道３１８３号線舗装工事
工事場所　刑部地先
入 札 日　１０月１０日
契約金額　５，２９２，０００円
契約業者　㈲丸嶋建設

工 事 名　農道舗装工事
工事場所　千代丸外２地先
入 札 日　１０月１０日
契約金額　５，８８６，０００円
契約業者　㈱三橋土木

事 業 名　普通河川刑部川護岸詳細設計業務
納入場所　刑部地先
入 札 日　１０月１０日
契約金額　４，６４４，０００円
契約業者　和合建設コンサルタント㈱

事 業 名　排水路堆積土砂撤去業務
納入場所　金谷地先
入 札 日　１０月１０日
契約金額　７５６，０００円
契約業者　㈱三橋土木

入札の結果をお知らせします。
入　札　結　果

問い合わせ先　総務課　行政管財係　☎35-2111

日　時　平成３０年１月７日（日）１０：００～（受付９：３０）
会　場　公民館　講堂
対象者　平成９年４月２日～平成 10 年４月１日までに生まれた町在住の方
※現在町外にお住まいの方で出席を希望される場合はお問い合わせください。

成人式を開催します１月７日
9：30 受付
10：00 開始

問い合わせ先　生涯学習課（公民館）☎35-3242
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１．足を伸ばして足首を左右へ振る

２．足首を上下に倒す

３．足首を内側・外側に回す
６．おしり歩きで１０歩前に進む

４．足を左右交互に上下にゆらす（バタ足）

問い合わせ先　健康福祉課　介護保険係　地域包括支援センター（介護予防推進会　事務局）☎30-6000

第14号介護予防出張教室だより

９月の教室のプログラム
1．健康チェック
2．準備体操
3．手指の運動
4．長柄ロコモ体操
5．講話「足は第２の心臓」
6．すわっても体操
7．脳トレ（入替え歌）
8．５０音はっきり言葉
9．ボール体操
10．歌

徳増地区

開催日時　毎月第３木曜日　１４：００〜１５：３０
場　　所　徳増集会所　参加者　６名

徳増地区の皆さん 準備体操の様子

介護予防推進員・サポーター　石井さん、髙梨さんからのメッセージ
徳増地区は、平成 28 年２月に教室が立ち上がり、１年８か月が経ちました。
教室の日は、皆さんが早くから集まり、会場準備のお手伝いをしてくださるなど、和気あいあい、協

力しあっています。
体操、脳トレ、歌、民話など、毎回内容のバリエーションを変え、楽しく元気に取り組んでいますので、

皆さんの参加をお待ちしています。

今月は「すわっても体操」を紹介します
「すわっても体操」は床に座った状態でもできる体操で、１〜１５まであります。
今回は、９月に行った体操を６つ紹介します。数を数えながら、無理をせずに行ってみましょう。

５．足を左右交互に太ももへ引き寄せる



定住促進に伴う地域の活性化
及び空き家の有効活用を目的とし
て、空き家情報登録制度「空き家
バンク」を運用しています。

「空き家バンク」は空き家を資
源としてとらえ、空き家を手放し
たい方と長柄町に定住したい方の
橋渡しを行う制度です。

本年度から居住環境の向上を目
的とした空き家改修費に係る補助
に加え、家財道具の撤去費、引っ
越し費用、登記申請手数料等にも
補助を行うこととしました。

町内に居宅・空き家をお持ちの
方で、売却・賃貸を希望される方
は、是非ご登録ください。

イメージ図

「空き家バンク」に
登録しませんか？

空き家
所有者

空き家
希望者

①空き家
　バンク登録
①空き家
　バンク登録

②空き家
　利用登録
②空き家
　利用登録

③登録情報提供③登録情報提供

④購入・賃貸希望④購入・賃貸希望

⑤連絡調整⑤連絡調整

⑥契約手続き⑥契約手続き

空き家
バンク

本町唯一の公共交通機関である路線バスは、現在、小湊鐵道（株）
による『ＪＲ茂原駅南口～ロングウッドステーション～浜野駅』『ＪＲ
茂原駅南口～大津倉』の２系統が運行されています。

残念ながら２系統ともに赤字路線のため、国や県から補助金を受け
たり、事業者の協力により運行を継続しているというのが実情です。

町としても、『町民の通勤、通学をはじめとした重要な生活路線』で
あることから、事業者である小湊鐵道㈱、千葉県バス対策協議会、国
土交通省関東運輸局、県交通計画課等と路線の維持、確保のための協議、
検討を重ねています。

地域唯一の『足』として、路線バスが継続されるよう、お出かけの
際には積極的にご利用をお願いします。

問い合わせ先　企画財政課　企画政策係　☎35-2110

路線バス利用のお願い

対 象 者　長柄町民または町内に勤務している１８歳以上の方
　　　　　※町出身の学生（大学生・短大生または専門学生）も可
人　　数　５～１０名程度
開 催 日　代表者と調整のうえ決定
開催時間　原則平日１１：３０〜１２：５０頃（応相談）
場　　所　町内の飲食店
参 加 費　１人当たり500円　※昼食の準備は町が行います。

問い合わせ先　企画財政課　広報統計係　☎35-2110

町長とのランチミーティング参加者を募集します
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問い合わせ先　企画財政課　広報統計係　☎35-2110
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国府里にある障害福祉サービス事業所の「はっぴぃマウス」に取材に行ってきました。
自立と社会参加を目指す１４名の利用者さんが元気に働いています。
今回は理事長の小野さんが取材に応じてくださいました。

――　はっぴぃマウスを作ったきっかけを教えてく
ださい。
　息子が大規模な施設に入っていたのですが、もっと
自由に暮らしてほしいと思い、山之郷に「かしの木
寮」という生活ホームを建てました。その生活ホーム
で暮らす方が日中に活動できる場があればと思いはっ
ぴぃマウスを立ち上げました。立ち上げてから１５年
が経ちます。
――　障害福祉サービス事業所には様々な種類があ
ると聞きました。
　はっぴぃマウスは「就労継続支援B型」の事業所で
す。「就労継続支援B型」とは知的障がい、身体障が
い、精神障がい、難病などの障がいをお持ちの方で、
就労が難しい方に就労の機会やその他の活動の提供を
通して、知識や能力の向上を図り、社会参加と経済的
自立を支援する事業所のことです。現在は１４名の方
が在籍しています。利用者の皆さんはほとんど休まず
出勤しています。
――　どのようなお仕事があるのですか？
　割りばしとおしぼりの袋詰めや、クラフト手芸の見
本帳の作成作業があります。他にも廃油を活用した石
鹸を作っています。作業の収益は、毎月工賃として利
用者さんに支払われています。
――　はっぴぃマウスのおすすめは何ですか？
　立ち上げ以来栄養士さんによる美味しくて栄養満点の
給食を提供しています。利用者さんからも好評です。

はっぴぃマウス
NPO法人
長柄地域の障害児者を支える会
長柄町国府里696-14
TEL/FAX ３５－１７７８
happymouse@shore.ocn.ne.jp

働くって生きがいなんだ！

障害福祉サービス事業所「はっぴぃマウス」（国府里）

町内で頑張る企業、団体を紹介します。町内で頑張る企業、団体を紹介します。頑張る頑張る長柄の人たち長柄の人たち No.No.66

割りばしの袋詰め作業の様子

この日の献立はレンコン
のはさみ揚げ。

利用者さんに合わせた細
やかなサービスが随所に

クラフト手芸の見本帳
作成作業

理事長の小野さん
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第 3 回  定 例 会

町議会
だよりながら

編 集 長柄町議会広報編集特別委員会

第 3 回定例会
定例会で決まったこと………………………………………………………………………………… 12
長生郡市広域市町村圏組合議会議員の報告………………………………………………………… 14
決算監査報告…………………………………………………………………………………………… 15
一般質問（6 名） ……………………………………………………………………………………… 15
編集後記………………………………………………………………………………………………… 21

主 な 内 容

平成 29 年長柄町議会第３回定例会は、9 月 14 日から 15 日までの 2 日間を会期として開催されました。
提出された議案等の審議結果は次のとおりです。

第3回定例会　議案等審議結果一覧

議員名

議案名

結　果 川
嶋
朗
敬

鶴
岡
喜
豊

池
沢
俊
雄

三
枝
新
一

本
吉
敏
子

山
根
義
弘

古
坂
勇
人

関
民
之
輔

大
岩
芳
治

神
崎
好
功

星
野
一
成

月
岡
清
孝議決

結果
賛
成
反
対

議案
第1号

千葉県市町村総合事務組合の共同処理す
る事務の変更及び千葉県市町村総合事務
組合規約の一部を改正する規約の制定に
関する協議について

原案
可決

11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
第2号

契約の締結について（町道3033号線道
路改良工事）

原案
可決

11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
第3号

平成28年度決算認定について 継続審査（各常任委員会へ付託） ―

議案
第4号

平成29年度長柄町一般会計補正予算
（第2号）

原案
可決

10 1 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
第5号

平成29年度長柄町国民健康保険特別会
計補正予算（第1号）

原案
可決

11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
第6号

平成29年度長柄町介護保険特別会計補
正予算（第2号）

原案
可決

11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
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同意
第1号

教育委員会教育長の任命につき同意を求
めることについて

原案
同意

10 1 無記名投票による採決 ―

同意
第2号

教育委員会委員の任命につき同意を求め
ることについて

原案
同意

11 0 無記名投票による採決 ―

同意
第3号

監査委員の選任につき同意を求めること
について

原案
同意

11 0 無記名投票による採決 ―

同意
第4号

固定資産評価審査委員会委員の選任につ
き同意を求めることについて

原案
同意

11 0 無記名投票による採決 ―

※　○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、議長は裁決に加わらないため「－」で表示

協　議
議案第１号　 千葉県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び千葉県市町村総合事務組合規約の一

部を改正する規約の制定に関する協議について
現在、千葉県内の全市町村が千葉県町村会へ委託し共同処理をしている軽自動車税の賦課徴収に関する申

告書の受付事務について、新たに千葉県市町村総合事務組合の事務として共同処理するため、共同処理事務
を追加する規約改正について協議するものです。

契約の締結
議案第２号　契約の締結について（町道３０３３号線道路改良工事）

事業の実施にあたり、指名競争入札を行ったところ、5,529 万 6 千円で長柄町立鳥 391 番地 株式会社 
三橋土木 が落札し、仮契約を締結したことから、「議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関
する条例」第２条の規定により議会の議決を求めるものです。

決算認定
議案第３号　平成28年度決算認定について
　平成28年度決算認定については、より詳細な審査が必要なため各常任委員会による継続審査となりまし
た。（詳細についての各常任委員会の審査は10月3日、4日に実施されました。）

補正予算
議案第４号　平成29年度長柄町一般会計補正予算（第２号）

予算現額に 8,342 万 8 千円を増額し、補正後の予算総額を 39 億 1,615 万 6 千円とするものです。
主な内容は、力丸ほか３水利組合等の水中ポンプ入れ替え工事等に伴う経費や橋梁長寿命化修繕計画更新

業務などです。

議案第５号　平成29年度長柄町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
予算現額に 749 万 3 千円を増額し、補正後の予算総額を 11 億 5,299 万 3 千円とするものです。
主な内容は、保険給付費や後期高齢者支援金等の増によるものです。

議案第６号　平成29年度長柄町介護保険特別会計補正予算（第２号）
予算現額に 1,117 万 5 千円を増額し、補正後の予算総額を 7 億 1,197 万 3 千円とするものです。
主な内容は、平成 28 年度介護給付費負担金の返還金の増によるものです。
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原案
可決

10 1 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
第5号

平成29年度長柄町国民健康保険特別会
計補正予算（第1号）

原案
可決

11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案
第6号

平成29年度長柄町介護保険特別会計補
正予算（第2号）

原案
可決

11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
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同意
第1号

教育委員会教育長の任命につき同意を求
めることについて

原案
同意

10 1 無記名投票による採決 ―

同意
第2号

教育委員会委員の任命につき同意を求め
ることについて

原案
同意

11 0 無記名投票による採決 ―

同意
第3号

監査委員の選任につき同意を求めること
について

原案
同意

11 0 無記名投票による採決 ―

同意
第4号

固定資産評価審査委員会委員の選任につ
き同意を求めることについて

原案
同意

11 0 無記名投票による採決 ―

※　○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、議長は裁決に加わらないため「－」で表示

協　議
議案第１号　 千葉県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び千葉県市町村総合事務組合規約の一

部を改正する規約の制定に関する協議について
現在、千葉県内の全市町村が千葉県町村会へ委託し共同処理をしている軽自動車税の賦課徴収に関する申

告書の受付事務について、新たに千葉県市町村総合事務組合の事務として共同処理するため、共同処理事務
を追加する規約改正について協議するものです。

契約の締結
議案第２号　契約の締結について（町道３０３３号線道路改良工事）

事業の実施にあたり、指名競争入札を行ったところ、5,529 万 6 千円で長柄町立鳥 391 番地 株式会社 
三橋土木 が落札し、仮契約を締結したことから、「議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関
する条例」第２条の規定により議会の議決を求めるものです。

決算認定
議案第３号　平成28年度決算認定について
　平成28年度決算認定については、より詳細な審査が必要なため各常任委員会による継続審査となりまし
た。（詳細についての各常任委員会の審査は10月3日、4日に実施されました。）

補正予算
議案第４号　平成29年度長柄町一般会計補正予算（第２号）

予算現額に 8,342 万 8 千円を増額し、補正後の予算総額を 39 億 1,615 万 6 千円とするものです。
主な内容は、力丸ほか３水利組合等の水中ポンプ入れ替え工事等に伴う経費や橋梁長寿命化修繕計画更新

業務などです。

議案第５号　平成29年度長柄町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
予算現額に 749 万 3 千円を増額し、補正後の予算総額を 11 億 5,299 万 3 千円とするものです。
主な内容は、保険給付費や後期高齢者支援金等の増によるものです。

議案第６号　平成29年度長柄町介護保険特別会計補正予算（第２号）
予算現額に 1,117 万 5 千円を増額し、補正後の予算総額を 7 億 1,197 万 3 千円とするものです。
主な内容は、平成 28 年度介護給付費負担金の返還金の増によるものです。
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人事案件
同意第１号　教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて
　現職の佐川 和弘 氏が本年10月15日で任期満了となるため、引き続き教育長に任命することに同意を求
めるものです。

同意第２号　教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
現職の本間 葉子 氏が本年 10 月 15 日で任期満了となるため、新たに窪木 尚 氏を教育委員に任命するこ

とに同意を求めるものです。

同意第３号　監査委員の選任につき同意を求めることについて
現職の風戸 不二夫 氏が本年 10 月 5 日で任期満了となるため、引き続き監査委員に選任することに同意

を求めるものです。

同意第４号　固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
現職の近藤 秋二 氏が本年 10 月 28 日で任期満了となるため、引き続き固定資産評価審査委員に選任す

ることに同意を求めるものです。

長生郡市広域市町村圏組合議会議員の報告
　定例会の冒頭に、長生郡市広域市町村圏組合議会議員の池沢俊雄議員から平成２９年第２回長生郡市広域
市町村圏組合議会定例会の報告がありました。以下、要約したものを掲載します。

平成２９年第２回長生郡市広域市町村圏組合議会定例会は８月２８日に開会し、水道事業会計予算繰越計
算書、公営企業資金不足比率について、それぞれ書面による報告がありました。また、以下の承認３件、平
成２８年度各会計の決算認定案４件、議案５件を審議し、同日閉会しました。

承認第1号 専決処分の承認を求めることについて
（職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について）

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて
（職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について）

承認第３号 専決処分の承認を求めることについて
（職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について）

認定案第１号 平成２８年度長生郡市広域市町村圏組合一般会計歳入歳出決算の認定について

認定案第２号 平成２８年度長生郡市広域市町村圏組合特別会計火葬場・斎場事業費歳入歳出決算の
認定について

認定案第３号 平成２８年度長生郡市広域市町村圏組合水道事業会計決算の認定について
認定案第４号 平成２８年度長生郡市広域市町村圏組合病院事業会計決算の認定について
議案第１号 平成２９年度長生郡市広域市町村圏組合一般会計補正予算（第1号）
議案第２号 長生郡市広域市町村圏組合個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について
議案第３号 消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第４号 千葉県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び千葉県市町村総合事務組合
規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について

議案第５号 監査委員の選任につき同意を求めることについて
以上を審議し、認定案第1号から第4号は継続審査となり、決算審査特別委員会へ付託されました。また、
承認第 1号から第 3号及び議案第 1号から第 5号についてはすべて原案のとおり承認、可決されました。
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決算監査報告（要約）
平成 28 年度長柄町一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに関係書類を 8月 23 日、24 日、25
日の 3日間で監査を実施いたしました。
審査の結果ですが、各会計の予算額、収入済額、支出済額、歳入簿、現金受払簿により出納証書類
と照査の結果、決算は計数的に誤りがなく、出納処理の内容も正当なものであると認められました。
また、歳入歳出全般についての予算執行も適正に処理され、その執行実績についても所期の目的に
沿い、住民福祉の増進が図られていることが推察されました。
財産に関する調書につきましては、公有財産、物品、出資による権利及び基金について、それぞれ
調書の計数と財産台帳、備品台帳、預金通帳と照合した結果、計数はいずれも正確であると認められ
ました。
決算規模を前年度と比較すると、歳入歳出とも決算額は増となっていました。
財政健全化法に基づく健全化判断比率の審査につきましては、一般会計の実質赤字比率及び一般会
計と各特別会計を合わせた連結実質赤字比率は各会計の実質収支に赤字が生じていないため該当があ
りませんでした。
実質公債費比率につきましては、地方債の元利償還金の減少に伴い、前年度と比較し改善しました。
将来負担比率につきましても、基金の積み立てにより、将来負担額への充当可能基金が増加したこ
とから、前年度と比較し改善しました。
いずれの数値も前年度より向上すると同時に早期健全化基準より低い数値となっていることから、
本町においては健全な財政運営がなされていると認められました。
今後も引き続き健全な財政運営をお願いし、決算監査報告といたします。

監査委員　風戸　不二夫
山根　義弘　
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人事案件
同意第１号　教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて
　現職の佐川 和弘 氏が本年10月15日で任期満了となるため、引き続き教育長に任命することに同意を求
めるものです。

同意第２号　教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
現職の本間 葉子 氏が本年 10 月 15 日で任期満了となるため、新たに窪木 尚 氏を教育委員に任命するこ

とに同意を求めるものです。

同意第３号　監査委員の選任につき同意を求めることについて
現職の風戸 不二夫 氏が本年 10 月 5 日で任期満了となるため、引き続き監査委員に選任することに同意

を求めるものです。

同意第４号　固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
現職の近藤 秋二 氏が本年 10 月 28 日で任期満了となるため、引き続き固定資産評価審査委員に選任す

ることに同意を求めるものです。

長生郡市広域市町村圏組合議会議員の報告
　定例会の冒頭に、長生郡市広域市町村圏組合議会議員の池沢俊雄議員から平成２９年第２回長生郡市広域
市町村圏組合議会定例会の報告がありました。以下、要約したものを掲載します。

平成２９年第２回長生郡市広域市町村圏組合議会定例会は８月２８日に開会し、水道事業会計予算繰越計
算書、公営企業資金不足比率について、それぞれ書面による報告がありました。また、以下の承認３件、平
成２８年度各会計の決算認定案４件、議案５件を審議し、同日閉会しました。

承認第1号 専決処分の承認を求めることについて
（職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について）

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて
（職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について）

承認第３号 専決処分の承認を求めることについて
（職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について）

認定案第１号 平成２８年度長生郡市広域市町村圏組合一般会計歳入歳出決算の認定について

認定案第２号 平成２８年度長生郡市広域市町村圏組合特別会計火葬場・斎場事業費歳入歳出決算の
認定について

認定案第３号 平成２８年度長生郡市広域市町村圏組合水道事業会計決算の認定について
認定案第４号 平成２８年度長生郡市広域市町村圏組合病院事業会計決算の認定について
議案第１号 平成２９年度長生郡市広域市町村圏組合一般会計補正予算（第1号）
議案第２号 長生郡市広域市町村圏組合個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について
議案第３号 消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第４号 千葉県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び千葉県市町村総合事務組合
規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について

議案第５号 監査委員の選任につき同意を求めることについて
以上を審議し、認定案第1号から第4号は継続審査となり、決算審査特別委員会へ付託されました。また、
承認第 1号から第 3号及び議案第 1号から第 5号についてはすべて原案のとおり承認、可決されました。
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決算監査報告（要約）
平成 28 年度長柄町一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに関係書類を 8月 23 日、24 日、25
日の 3日間で監査を実施いたしました。
審査の結果ですが、各会計の予算額、収入済額、支出済額、歳入簿、現金受払簿により出納証書類
と照査の結果、決算は計数的に誤りがなく、出納処理の内容も正当なものであると認められました。
また、歳入歳出全般についての予算執行も適正に処理され、その執行実績についても所期の目的に
沿い、住民福祉の増進が図られていることが推察されました。
財産に関する調書につきましては、公有財産、物品、出資による権利及び基金について、それぞれ
調書の計数と財産台帳、備品台帳、預金通帳と照合した結果、計数はいずれも正確であると認められ
ました。
決算規模を前年度と比較すると、歳入歳出とも決算額は増となっていました。
財政健全化法に基づく健全化判断比率の審査につきましては、一般会計の実質赤字比率及び一般会
計と各特別会計を合わせた連結実質赤字比率は各会計の実質収支に赤字が生じていないため該当があ
りませんでした。
実質公債費比率につきましては、地方債の元利償還金の減少に伴い、前年度と比較し改善しました。
将来負担比率につきましても、基金の積み立てにより、将来負担額への充当可能基金が増加したこ
とから、前年度と比較し改善しました。
いずれの数値も前年度より向上すると同時に早期健全化基準より低い数値となっていることから、
本町においては健全な財政運営がなされていると認められました。
今後も引き続き健全な財政運営をお願いし、決算監査報告といたします。
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。
そ

こ
で
、
長
柄
小
、
日
吉
小
の

統
合
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答 

清
田
町
長

①
昨
年
３
月
、
本
町
で
は

﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
﹂
に
基
づ
き
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、
将
来

に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
地
域

社
会
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
、
平
成
31
年
度

ま
で
の
当
面
の
５
年
間
の
具

体
的
な
施
策
を
ま
と
め
た

﹁
長
柄
町
総
合
戦
略
﹂
を
策

定
し
た
。
そ
の
中
で
施
策
と

し
て
合
計
58
事
業
を
示
し
、

こ
れ
ら
一
つ
一
つ
を
着
実
に

実
施
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
も
と
効
果
検
証
と
改

三
枝
新
一 

議
員

︵
一
問
一
答
方
式
︶

１ 

．
人
口
減
少
化
、
高
齢
化
、

少
子
化
に
お
け
る
対
策
等
に

つ
い
て

問  

①
今
ま
で
人
口
減
少
化
問
題

に
つ
き
、
色
々
な
対
策
を

行
っ
て
き
た
と
思
う
が
、
ど

の
様
な
結
果
が
出
て
い
る

か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
様
な

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

②
人
口
の
高
齢
化
に
伴
い
、

本
町
の
主
産
業
で
あ
る
農

業
、
特
に
稲
作
農
家
に
お

い
て
は
現
況
耕
作
者
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
問
題
等
が

深
刻
化
し
て
い
る
。
そ
こ
で

現
状
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策

を
行
う
の
か
伺
う
。

③
本
町
の
少
子
化
、
特
に
出

生
数
の
低
下
は
著
し
く
、
10

年
前(
Ｈ
18
年)

の
人
数
は
45

一
般 

質 

問

︱ 

議
員
６
名
が
町
政
を
問
う 

︱



16
NAGARA  2017.11

16
NAGARA  2017.11

き
、
希
望
す
る
高
齢
者
が
健

康
時
か
ら
移
住
し
、
自
立
し

た
社
会
生
活
を
継
続
的
に
営

め
る
﹁
長
柄
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
﹂

の
導
入
に
よ
り
﹁
ま
ち
な

か
﹂
へ
の
転
居
等
も
想
定
さ

れ
ま
す
。
構
想
実
現
に
向
け

て
、
空
き
家
や
空
き
公
共
施

設
等
の
地
域
資
源
を
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
か
お
聞
き
し

た
い
。

④
廃
屋
の
問
題
と
し
て
﹁
風

景
・
景
観
の
悪
化
﹂
﹁
防

災
・
防
犯
機
能
の
低
下
﹂

﹁
火
災
の
発
生
の
誘
発
﹂

﹁
ご
み
な
ど
の
不
法
投
棄
の

誘
発
﹂
等
が
あ
る
が
、
町

は
、
そ
の
対
応
の
為
に
ど
の

よ
う
な
制
度
で
工
夫
を
し
て

い
く
か
お
聞
き
し
た
い
。

⑤
様
々
な
情
報
が
氾
濫
し
て

い
る
社
会
で
、
こ
れ
ま
で
の

画
一
的
な
情
報
提
供(

広
報

紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ)

ス
タ
イ

ル
を
改
め
、
個
々
の
住
民
に

適
し
た
情
報
の
発
信
を
行
う

た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手

法
の
一
つ
で
あ
る
﹁
セ
グ
メ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
を
活
用
し

﹃
長
柄
ま
ち
な
か
住
宅
再
生

バ
ン
ク
﹄
等
の
情
報
を
発
信

す
る
事
に
よ
り
行
政
と
住
民

の
関
係
を
目
指
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
見
解
を
お
聞

き
し
た
い
。

答　
清
田
町
長

①
本
町
で
は
昨
年
度
、
移
住

定
住
の
促
進
、
空
き
家
の
利

活
用
を
目
的
と
し
た
﹁
空
き

家
実
態
調
査
﹂
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
本

町
の
空
き
家
の
件
数
は
全
体

で
１
８
４
件
、
そ
の
う
ち
、

・ 

利
活
用
が
可
能
な
も
の
は

１
６
４
件

・ 

老
朽
化
が
著
し
い
空
き
家

は
14
件

・ 

ほ
ぼ
解
体
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
空
き
家

は
６
件 

と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。

　

空
き
家
増
の
背
景
に
つ
い

て
は
、
今
回
の
空
き
家
調
査

で
行
っ
た
所
有
者
へ
の
意
向

調
査
に
よ
る
と
﹁
空
き
家
に

な
っ
た
き
っ
か
け
﹂
の
問
い

に
﹁
別
の
住
居
に
転
居
し
た

た
め
﹂
が
32
％
﹁
相
続
に
よ

り
取
得
し
た
が
住
ん
で
い
な

い
﹂
が
23
％
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
特
に
回
答
に
は

あ
る
と
考
え
る
。

川
嶋
朗
敬 

議
員

︵
一
問
一
答
方
式
︶

１ 

．
空
き
家
・
廃
屋
対
策
に
係

る
積
極
的
な
行
政
の
関
与
に

つ
い
て

問  

①
町
内
の
空
き
家
及
び
廃

屋
、
更
に
は
危
険
構
造
物
の

現
状
に
つ
い
て
、
町
は
具
体

的
に
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を

行
っ
て
き
た
か
。
ま
た
、
調

査
状
況
を
踏
ま
え
空
き
家
増

加
の
背
景
と
管
理
状
況
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
い
。

②
空
き
家
対
策
の
推
進
に
あ

た
り
空
き
家
へ
の
住
み
替

え
、
他
用
途
の
転
用
に
よ
る

利
活
用
、
空
き
家
の
除
却
な

ど
、
空
き
家
の
状
況
や
地
域

の
事
情
に
応
じ
た
取
り
組
み

を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
か
。
ま
た
、
空
き
家

の
有
効
活
用
を
は
か
る
観
点

か
ら
、
中
古
住
宅
等
を
市
場

に
流
通
さ
せ
る
取
り
組
み
方

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
お

聞
き
し
た
い
。

③
﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
﹂
に
基
づ

善
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を

挙
げ
る
と
、
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
や
子
育
て
ス

タ
ー
ト
支
援
金
事
業
な
ど
を

始
め
と
し
た
子
育
て
支
援
、

ま
た
中
学
生
の
海
外
研
修
事

業
や
空
調
整
備
、
ト
イ
レ
の

改
修
な
ど
の
教
育
環
境
の
充

実
、
圏
央
道
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
事
業
推
進

と
活
用
に
向
け
た
道
路
網
の

整
備
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
や
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
促

進
事
業
、
企
業
立
地
促
進
条

例
の
施
行
な
ど
の
移
住
定
住

促
進
施
策
、
そ
し
て
、
そ
れ

ら
に
加
え
て
﹁
長
柄
町
生
涯

活
躍
の
ま
ち
﹂
の
推
進
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

今
後
も
本
町
の
人
口
減
少

の
原
因
や
傾
向
な
ど
の
調

査
・
分
析
を
さ
ら
に
行
う
と

と
も
に
、
一
つ
ひ
と
つ
施
策

を
推
進
し
て
い
く
。

②
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢

は
、
農
業
所
得
の
恒
常
的
な

減
少
や
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
問
題
等
が

深
刻
化
し
、
社
会
情
勢
と

農
業
構
造
の
変
化
が
相
ま
っ

て
、
本
町
の
み
な
ら
ず
全
国

的
に
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
担
い

手
の
確
保
や
営
農
組
織
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の

継
承
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
都
市
と
農
村
と
の
交
流

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
本
町
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

販
路
の
拡
大
、
更
に
は
新
規

就
農
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
に
期
待
す
る
。

③
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

は
、
長
柄
小
学
校
、
日
吉
小

学
校
と
も
に
児
童
数
は
緩
や

か
に
減
少
し
、
ま
た
入
学
前

の
子
ど
も
の
数
が
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
今
の
と
こ

ろ
複
式
学
級
と
な
る
数
を
上

回
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
今

す
ぐ
に
統
合
す
る
予
定
は
な

い
が
、
今
後
も
少
子
化
が
進

行
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
推
移
を
見
守
る

と
と
も
に
学
校
規
模
の
適
正

化
や
学
区
の
見
直
し
も
含
め

て
、
小
学
校
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
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握
、
助
言
、
又
は
お
願
い
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

⑤
移
住
希
望
者
等
に
本
町
を

選
択
し
て
も
ら
う
た
め
、
ま

た
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
情
報
発
信
は
重
要

な
施
策
の
一
つ
と
考
え
る
。

　

本
町
で
は
現
在
、
来
年
２

月
を
目
途
に
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
べ
く
業
務
進
捗
を
図
っ

て
お
り
、
そ
の
中
で
﹁
空
き

家
情
報
﹂
及
び
﹁
長
柄
町
版

生
涯
活
躍
の
ま
ち
移
住
定

住
﹂
に
特
化
し
た
特
設
サ
イ

ト
を
つ
く
る
予
定
で
進
め
て

い
る
。
ま
た
﹁
長
柄
ま
ち
な

か
住
宅
再
生
バ
ン
ク
﹂
に
つ

い
て
は
、
情
報
発
信
の
方
法

を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

本
吉
敏
子 

議
員

︵
一
問
一
答
方
式
︶

１
．
学
校
教
育
に
つ
い
て

問  

①
今
年
度
か
ら
、
小
・
中
学

校
普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン
が

本
格
的
に
稼
働
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
こ
の
設
備
環

境
改
善
に
伴
う
学
習
効
果
に

な
か
っ
た
が
、
核
家
族
化
の

進
行
に
伴
い
、
親
の
死
亡
に

よ
り
実
家
が
空
き
家
と
な
る

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
建
物

を
処
分
す
る
意
向
は
あ
っ
て

も
取
り
壊
し
に
要
す
る
費
用

面
の
問
題
が
発
生
し
、
な
か

な
か
進
め
ら
れ
な
い
と
い
う

ケ
ー
ス
な
ど
が
多
い
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。

　

管
理
状
況
と
し
て
は
、
親

族
の
方
や
不
動
産
業
者
等
の

委
託
に
よ
り
、
年
に
数
回
、

空
気
の
入
れ
替
え
や
庭
の
除

草
等
、
適
正
な
管
理
を
し
て

い
る
物
件
も
い
く
つ
か
あ
る

よ
う
で
、
本
町
の
利
活
用
可

能
な
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

比
較
的
管
理
状
況
は
良
好
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

②
平
成
25
年
度
以
降
、
定
住

に
つ
な
げ
る
べ
く
、
い
わ
ゆ

る
﹁
空
き
家
事
業
﹂
を
進
め

て
お
り
、
さ
ら
に
本
年
度
か

ら
、
空
き
家
の
家
財
道
具
の

撤
去
、
引
越
し
費
用
等
の
補

助
を
追
加
し
、
総
合
的
に
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
促
進
事
業

と
し
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

ま
た
今
後
は
、
専
門
的
な

ノ
ウ
ハ
ウ
や
豊
富
な
情
報
量

を
持
つ 

公
益
社
団
法
人 

全

日
本
不
動
産
協
会 

千
葉
県
本

部
等
と
協
定
し
、
連
携
を
図

り
、
な
お
一
層
空
き
家
バ
ン

ク
事
業
を
適
正
か
つ
円
滑
に

推
進
し
て
い
く
。

③
長
柄
町
版
生
涯
活
躍
の
ま

ち
構
想
で
は
、
リ
ソ
ル
生
命

の
森
の
区
域
を
﹁
エ
リ
ア

型
﹂
、
そ
れ
以
外
の
長
柄
町

全
域
を
﹁
タ
ウ
ン
型
﹂
と
位

置
づ
け
て
い
る
。
﹁
タ
ウ
ン

型
﹂
に
お
い
て
は
、
空
き
家

の
利
活
用
が
中
心
と
な
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、

今
後
の
進
め
方
な
ど
調
査
研

究
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
千
葉

大
学
に
委
託
し
て
い
る
。

④
町
と
し
て
は
、
所
有
者
に

そ
の
責
務
が
あ
る
と
い
う
大

原
則
の
も
と
、
適
切
な
管
理

が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
所
有

者
等
に
連
絡
を
取
り
、
当
該

空
き
家
の
現
状
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
当
該
空
き
家
に
関

す
る
今
後
の
改
善
方
策
や
、

処
分
や
活
用
方
法
等
に
つ
い

て
の
意
向
な
ど
、
所
有
者

の
主
張
を
含
め
た
事
情
の
把

つ
い
て
伺
う
。

②
夏
休
み
中
の
小
・
中
学
校

の
学
習
相
談
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

③
学
校
の
教
員
の
長
時
間
労

働
が
課
題
と
な
る
中
、
本
町

の
先
生
方
の
勤
務
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

答 

佐
川
教
育
長

①
長
柄
町
の
小
中
学
校
に
通

う
児
童
生
徒
た
ち
は
、
涼
し

く
快
適
な
学
習
環
境
の
中

で
、
授
業
に
真
剣
に
、
そ
し

て
集
中
し
て
参
加
し
、
学
習

課
題
に
取
り
組
む
姿
が
多
く

見
ら
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
学

習
効
果
も
高
ま
っ
て
い
く
も

の
と
信
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
夏
休
み
の
学
習
相

談
が
普
通
教
室
を
利
用
し

て
、
効
率
よ
く
実
施
で
き

た
の
も
効
果
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。

②
各
小
学
校
は
昨
年
度
よ
り

日
数
を
増
加
さ
せ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
９
日
間
実
施
し
、
参
加

人
数
は
両
小
学
校
で
４
３
８

人
で
あ
っ
た
。

　

長
柄
中
学
校
も
９
日
間
の

実
施
で
参
加
人
数
は
３
９
４

人
で
あ
っ
た
。

③
本
町
の
学
校
職
員
の
勤
務

時
間
の
実
態
調
査
を
し
た
と

こ
ろ
、
小
学
校
の
教
職
員
の

１
日
当
た
り
の
学
内
勤
務
時

間
外
の
平
均
は
３
時
間
の
残

業
時
間
、
１
个
月
の
平
均
は

62
時
間
で
あ
っ
た
。

　

中
学
校
の
教
職
員
の
１
日

当
た
り
の
学
内
勤
務
時
間
外

の
平
均
は
３
時
間
48
分
の
残

業
時
間
、
１
个
月
の
平
均
は

74
時
間
で
あ
っ
た
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

教
職
員
の
長
時
間
労
働
の
状

況
を
改
善
し
、
教
職
員
が
心

身
共
に
健
康
を
維
持
し
、
子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
教

職
員
が
誇
り
や
情
熱
を
も
っ

て
使
命
と
職
責
を
遂
行
で
き

る
環
境
整
備
を
実
現
し
て
い

き
た
い
。

２
．
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問  　

子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
は
冊
子
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
普

及
に
伴
い
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
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き
、
希
望
す
る
高
齢
者
が
健

康
時
か
ら
移
住
し
、
自
立
し

た
社
会
生
活
を
継
続
的
に
営

め
る
﹁
長
柄
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
﹂

の
導
入
に
よ
り
﹁
ま
ち
な

か
﹂
へ
の
転
居
等
も
想
定
さ

れ
ま
す
。
構
想
実
現
に
向
け

て
、
空
き
家
や
空
き
公
共
施

設
等
の
地
域
資
源
を
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
か
お
聞
き
し

た
い
。

④
廃
屋
の
問
題
と
し
て
﹁
風

景
・
景
観
の
悪
化
﹂
﹁
防

災
・
防
犯
機
能
の
低
下
﹂

﹁
火
災
の
発
生
の
誘
発
﹂

﹁
ご
み
な
ど
の
不
法
投
棄
の

誘
発
﹂
等
が
あ
る
が
、
町

は
、
そ
の
対
応
の
為
に
ど
の

よ
う
な
制
度
で
工
夫
を
し
て

い
く
か
お
聞
き
し
た
い
。

⑤
様
々
な
情
報
が
氾
濫
し
て

い
る
社
会
で
、
こ
れ
ま
で
の

画
一
的
な
情
報
提
供(

広
報

紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ)

ス
タ
イ

ル
を
改
め
、
個
々
の
住
民
に

適
し
た
情
報
の
発
信
を
行
う

た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手

法
の
一
つ
で
あ
る
﹁
セ
グ
メ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
を
活
用
し

﹃
長
柄
ま
ち
な
か
住
宅
再
生

バ
ン
ク
﹄
等
の
情
報
を
発
信

す
る
事
に
よ
り
行
政
と
住
民

の
関
係
を
目
指
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
見
解
を
お
聞

き
し
た
い
。

答　
清
田
町
長

①
本
町
で
は
昨
年
度
、
移
住

定
住
の
促
進
、
空
き
家
の
利

活
用
を
目
的
と
し
た
﹁
空
き

家
実
態
調
査
﹂
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
本

町
の
空
き
家
の
件
数
は
全
体

で
１
８
４
件
、
そ
の
う
ち
、

・ 

利
活
用
が
可
能
な
も
の
は

１
６
４
件

・ 

老
朽
化
が
著
し
い
空
き
家

は
14
件

・ 

ほ
ぼ
解
体
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
空
き
家

は
６
件 

と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。

　

空
き
家
増
の
背
景
に
つ
い

て
は
、
今
回
の
空
き
家
調
査

で
行
っ
た
所
有
者
へ
の
意
向

調
査
に
よ
る
と
﹁
空
き
家
に

な
っ
た
き
っ
か
け
﹂
の
問
い

に
﹁
別
の
住
居
に
転
居
し
た

た
め
﹂
が
32
％
﹁
相
続
に
よ

り
取
得
し
た
が
住
ん
で
い
な

い
﹂
が
23
％
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
特
に
回
答
に
は

あ
る
と
考
え
る
。

川
嶋
朗
敬 

議
員

︵
一
問
一
答
方
式
︶

１ 

．
空
き
家
・
廃
屋
対
策
に
係

る
積
極
的
な
行
政
の
関
与
に

つ
い
て

問  

①
町
内
の
空
き
家
及
び
廃

屋
、
更
に
は
危
険
構
造
物
の

現
状
に
つ
い
て
、
町
は
具
体

的
に
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を

行
っ
て
き
た
か
。
ま
た
、
調

査
状
況
を
踏
ま
え
空
き
家
増

加
の
背
景
と
管
理
状
況
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
い
。

②
空
き
家
対
策
の
推
進
に
あ

た
り
空
き
家
へ
の
住
み
替

え
、
他
用
途
の
転
用
に
よ
る

利
活
用
、
空
き
家
の
除
却
な

ど
、
空
き
家
の
状
況
や
地
域

の
事
情
に
応
じ
た
取
り
組
み

を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
か
。
ま
た
、
空
き
家

の
有
効
活
用
を
は
か
る
観
点

か
ら
、
中
古
住
宅
等
を
市
場

に
流
通
さ
せ
る
取
り
組
み
方

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
お

聞
き
し
た
い
。

③
﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
﹂
に
基
づ

善
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を

挙
げ
る
と
、
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
や
子
育
て
ス

タ
ー
ト
支
援
金
事
業
な
ど
を

始
め
と
し
た
子
育
て
支
援
、

ま
た
中
学
生
の
海
外
研
修
事

業
や
空
調
整
備
、
ト
イ
レ
の

改
修
な
ど
の
教
育
環
境
の
充

実
、
圏
央
道
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
事
業
推
進

と
活
用
に
向
け
た
道
路
網
の

整
備
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
や
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
促

進
事
業
、
企
業
立
地
促
進
条

例
の
施
行
な
ど
の
移
住
定
住

促
進
施
策
、
そ
し
て
、
そ
れ

ら
に
加
え
て
﹁
長
柄
町
生
涯

活
躍
の
ま
ち
﹂
の
推
進
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

今
後
も
本
町
の
人
口
減
少

の
原
因
や
傾
向
な
ど
の
調

査
・
分
析
を
さ
ら
に
行
う
と

と
も
に
、
一
つ
ひ
と
つ
施
策

を
推
進
し
て
い
く
。

②
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢

は
、
農
業
所
得
の
恒
常
的
な

減
少
や
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
問
題
等
が

深
刻
化
し
、
社
会
情
勢
と

農
業
構
造
の
変
化
が
相
ま
っ

て
、
本
町
の
み
な
ら
ず
全
国

的
に
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
担
い

手
の
確
保
や
営
農
組
織
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の

継
承
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
都
市
と
農
村
と
の
交
流

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
本
町
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

販
路
の
拡
大
、
更
に
は
新
規

就
農
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
に
期
待
す
る
。

③
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

は
、
長
柄
小
学
校
、
日
吉
小

学
校
と
も
に
児
童
数
は
緩
や

か
に
減
少
し
、
ま
た
入
学
前

の
子
ど
も
の
数
が
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
今
の
と
こ

ろ
複
式
学
級
と
な
る
数
を
上

回
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
今

す
ぐ
に
統
合
す
る
予
定
は
な

い
が
、
今
後
も
少
子
化
が
進

行
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
推
移
を
見
守
る

と
と
も
に
学
校
規
模
の
適
正

化
や
学
区
の
見
直
し
も
含
め

て
、
小
学
校
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
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握
、
助
言
、
又
は
お
願
い
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

⑤
移
住
希
望
者
等
に
本
町
を

選
択
し
て
も
ら
う
た
め
、
ま

た
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
情
報
発
信
は
重
要

な
施
策
の
一
つ
と
考
え
る
。

　

本
町
で
は
現
在
、
来
年
２

月
を
目
途
に
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
べ
く
業
務
進
捗
を
図
っ

て
お
り
、
そ
の
中
で
﹁
空
き

家
情
報
﹂
及
び
﹁
長
柄
町
版

生
涯
活
躍
の
ま
ち
移
住
定

住
﹂
に
特
化
し
た
特
設
サ
イ

ト
を
つ
く
る
予
定
で
進
め
て

い
る
。
ま
た
﹁
長
柄
ま
ち
な

か
住
宅
再
生
バ
ン
ク
﹂
に
つ

い
て
は
、
情
報
発
信
の
方
法

を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

本
吉
敏
子 
議
員

︵
一
問
一
答
方
式
︶

１
．
学
校
教
育
に
つ
い
て

問  

①
今
年
度
か
ら
、
小
・
中
学

校
普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン
が

本
格
的
に
稼
働
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
こ
の
設
備
環

境
改
善
に
伴
う
学
習
効
果
に

な
か
っ
た
が
、
核
家
族
化
の

進
行
に
伴
い
、
親
の
死
亡
に

よ
り
実
家
が
空
き
家
と
な
る

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
建
物

を
処
分
す
る
意
向
は
あ
っ
て

も
取
り
壊
し
に
要
す
る
費
用

面
の
問
題
が
発
生
し
、
な
か

な
か
進
め
ら
れ
な
い
と
い
う

ケ
ー
ス
な
ど
が
多
い
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。

　

管
理
状
況
と
し
て
は
、
親

族
の
方
や
不
動
産
業
者
等
の

委
託
に
よ
り
、
年
に
数
回
、

空
気
の
入
れ
替
え
や
庭
の
除

草
等
、
適
正
な
管
理
を
し
て

い
る
物
件
も
い
く
つ
か
あ
る

よ
う
で
、
本
町
の
利
活
用
可

能
な
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

比
較
的
管
理
状
況
は
良
好
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

②
平
成
25
年
度
以
降
、
定
住

に
つ
な
げ
る
べ
く
、
い
わ
ゆ

る
﹁
空
き
家
事
業
﹂
を
進
め

て
お
り
、
さ
ら
に
本
年
度
か

ら
、
空
き
家
の
家
財
道
具
の

撤
去
、
引
越
し
費
用
等
の
補

助
を
追
加
し
、
総
合
的
に
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
促
進
事
業

と
し
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

ま
た
今
後
は
、
専
門
的
な

ノ
ウ
ハ
ウ
や
豊
富
な
情
報
量

を
持
つ 

公
益
社
団
法
人 

全

日
本
不
動
産
協
会 

千
葉
県
本

部
等
と
協
定
し
、
連
携
を
図

り
、
な
お
一
層
空
き
家
バ
ン

ク
事
業
を
適
正
か
つ
円
滑
に

推
進
し
て
い
く
。

③
長
柄
町
版
生
涯
活
躍
の
ま

ち
構
想
で
は
、
リ
ソ
ル
生
命

の
森
の
区
域
を
﹁
エ
リ
ア

型
﹂
、
そ
れ
以
外
の
長
柄
町

全
域
を
﹁
タ
ウ
ン
型
﹂
と
位

置
づ
け
て
い
る
。
﹁
タ
ウ
ン

型
﹂
に
お
い
て
は
、
空
き
家

の
利
活
用
が
中
心
と
な
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、

今
後
の
進
め
方
な
ど
調
査
研

究
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
千
葉

大
学
に
委
託
し
て
い
る
。

④
町
と
し
て
は
、
所
有
者
に

そ
の
責
務
が
あ
る
と
い
う
大

原
則
の
も
と
、
適
切
な
管
理

が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
所
有

者
等
に
連
絡
を
取
り
、
当
該

空
き
家
の
現
状
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
当
該
空
き
家
に
関

す
る
今
後
の
改
善
方
策
や
、

処
分
や
活
用
方
法
等
に
つ
い

て
の
意
向
な
ど
、
所
有
者

の
主
張
を
含
め
た
事
情
の
把

つ
い
て
伺
う
。

②
夏
休
み
中
の
小
・
中
学
校

の
学
習
相
談
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

③
学
校
の
教
員
の
長
時
間
労

働
が
課
題
と
な
る
中
、
本
町

の
先
生
方
の
勤
務
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

答 

佐
川
教
育
長

①
長
柄
町
の
小
中
学
校
に
通

う
児
童
生
徒
た
ち
は
、
涼
し

く
快
適
な
学
習
環
境
の
中

で
、
授
業
に
真
剣
に
、
そ
し

て
集
中
し
て
参
加
し
、
学
習

課
題
に
取
り
組
む
姿
が
多
く

見
ら
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
学

習
効
果
も
高
ま
っ
て
い
く
も

の
と
信
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
夏
休
み
の
学
習
相

談
が
普
通
教
室
を
利
用
し

て
、
効
率
よ
く
実
施
で
き

た
の
も
効
果
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。

②
各
小
学
校
は
昨
年
度
よ
り

日
数
を
増
加
さ
せ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
９
日
間
実
施
し
、
参
加

人
数
は
両
小
学
校
で
４
３
８

人
で
あ
っ
た
。

　

長
柄
中
学
校
も
９
日
間
の

実
施
で
参
加
人
数
は
３
９
４

人
で
あ
っ
た
。

③
本
町
の
学
校
職
員
の
勤
務

時
間
の
実
態
調
査
を
し
た
と

こ
ろ
、
小
学
校
の
教
職
員
の

１
日
当
た
り
の
学
内
勤
務
時

間
外
の
平
均
は
３
時
間
の
残

業
時
間
、
１
个
月
の
平
均
は

62
時
間
で
あ
っ
た
。

　

中
学
校
の
教
職
員
の
１
日

当
た
り
の
学
内
勤
務
時
間
外

の
平
均
は
３
時
間
48
分
の
残

業
時
間
、
１
个
月
の
平
均
は

74
時
間
で
あ
っ
た
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

教
職
員
の
長
時
間
労
働
の
状

況
を
改
善
し
、
教
職
員
が
心

身
共
に
健
康
を
維
持
し
、
子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
教

職
員
が
誇
り
や
情
熱
を
も
っ

て
使
命
と
職
責
を
遂
行
で
き

る
環
境
整
備
を
実
現
し
て
い

き
た
い
。

２
．
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問  　

子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
は
冊
子
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
普

及
に
伴
い
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
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み
取
る
と
瞬
時
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か

ら
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
是
非
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
表
示
の
提
案
を
す

る
が
考
え
を
伺
う
。

答 

清
田
町
長

　

子
育
て
中
の
方
や
妊
娠
・

出
産
を
控
え
て
い
る
方
が
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
活
用
で

き
、
子
育
て
に
役
立
て
て

も
ら
え
る
よ
う
、
早
速
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

載
せ
た
い
と
思
う
。

３ 

．
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

問  　

町
民
の
多
く
の
方
に
で
き

る
だ
け
健
康
な
体
を
維
持
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
活
動
量

計
の
結
果
、
運
動
教
室
の
参

加
、
体
重
・
体
脂
肪
率
の
改

善
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
商

品
券
と
交
換
で
き
る
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
が
開
始
と
な
る

が
、
こ
の
事
業
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。

答 

清
田
町
長

　

本
年
度
は
本
事
業
の
ス

タ
ー
ト
の
年
で
も
あ
り
、
ま

ず
は
試
行
期
間
と
し
て
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
年
度
は
試
行
期

間
と
言
う
こ
と
で
、
ポ
イ
ン

ト
付
与
対
象
者
に
つ
い
て

は
、
介
護
予
防
推
進
員
及
び

介
護
予
防
の
高
齢
者
サ
ロ

ン
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
約

１
３
０
名
の
方
を
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
計
画
し
て
お
り
、
ポ

イ
ン
ト
は
、
公
民
館
で
行
わ

れ
て
い
る
、
生
涯
学
習
教
室

や
自
主
サ
ー
ク
ル
、
介
護
予

防
教
室
な
ど
へ
参
加
さ
れ
た

方
に
付
与
し
、
町
内
で
使
え

る
商
品
券
と
交
換
す
る
。

　

来
年
度
の
本
格
導
入
に
向

け
て
、
参
加
者
か
ら
意
見
な

ど
を
頂
き
、
事
業
の
改
善
を

図
り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
事

業
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

鶴
岡
喜
豊 

議
員

︵
一
問
一
答
方
式
︶

１ 

．
職
員
の
資
質
及
び
例
規
集

に
収
め
ら
れ
て
い
る
各
要
綱

に
つ
い
て

問  

①
役
場
の
体
制
、
職
員
の
資

質
に
つ
い
て
町
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

②
平
成
29
年
４
月
１
日
で
現

在
の
例
規
集
を
収
録
し
て
製

本
し
た
が
、
あ
る
要
綱
が
昭

和
62
年
９
月
３
日
に
改
正
さ

れ
て
か
ら
後
は
改
正
さ
れ
て

お
ら
ず
間
違
っ
た
ま
ま
で
あ

る
。
血
税
を
使
い
印
刷
製
本

し
て
い
る
の
に
執
行
部
は
こ

れ
で
よ
い
と
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

③
平
成
29
年
４
月
１
日
に
現

在
の
例
規
集
を
収
録
製
本
す

る
に
あ
た
り
、
制
定
年
度
の

古
い
要
綱
の
見
直
し
、
検
証

は
行
っ
た
の
か
伺
う
。

④
昭
和
の
年
度
に
制
定
及
び

改
正
さ
れ
た
要
綱
で
、
今
回

の
収
録
製
本
の
際
、
改
正
し

た
要
綱
が
あ
れ
ば
要
綱
名
を

示
し
回
答
願
う
。

⑤
町
の
補
助
金
交
付
要
綱
に

町
内
施
工
業
者
を
補
助
金
の

対
象
に
し
て
あ
る
補
助
金

交
付
要
綱
が
あ
り
、｢

地
元

業
者
育
成
の
た
め｣

と
聞
く

が
、
私
は
、
疑
問
に
思
う
と

こ
ろ
が
あ
り
執
行
部
の
考
え

を
伺
う
。

答 

清
田
町
長

①
昨
年
度
か
ら
人
事
評
価
制

度
を
導
入
し
、
組
織
と
し
て

の
目
標
及
び
職
員
個
々
の
目

標
を
管
理
職
と
職
員
が
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員

の
主
体
的
な
職
務
の
遂
行
と

資
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
、
能
力
・
実
績
に

基
づ
く
人
事
管
理
に
よ
り
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
及

び
業
務
効
率
の
向
上
に
つ
な

げ
、
ひ
い
て
は
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
る
。

②
③
各
要
綱
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、
例
規
の
精
査
を
実
施

し
て
お
り
、
例
規
の
廃
止
及

び
改
正
に
遺
漏
が
あ
る
場
合

は
速
や
か
に
対
応
し
た
い
。

答 

蒔
田
総
務
課
長

④
昭
和
の
時
代
の
古
い
要
綱

等
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
中

に
廃
止
、
改
正
さ
れ
た
も
の

は
﹁
母
子
栄
養
食
品
支
給
要

綱
﹂
と
﹁
長
柄
町
社
会
教
育

指
導
員
の
設
置
に
関
す
る
規

則
﹂
の
２
件
が
廃
止
、
﹁
長

柄
町
教
育
委
員
会
公
印
規

則
﹂
の
１
件
が
一
部
改
正
の

計
３
件
で
あ
る
。

　

な
お
、
平
成
29
年
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
調
整
し
精

査
し
て
い
く
。

答 

白
井
企
画
財
政
課
長

⑤
﹁
地
元
企
業
の
育
成
﹂
と

し
て
一
定
の
受
注
機
会
を
確

保
す
る
こ
と
で
、
対
応
力
や

技
術
力
の
維
持
・
向
上
、
常

用
労
務
員
等
の
確
保
、
ま
た

経
営
体
質
が
強
化
さ
れ
る
も

の
と
考
え
、
ひ
い
て
は
地
元

の
雇
用
と
経
済
の
活
性
化
も

期
待
で
き
る
。

２ 

．
道
路
占
用
及
び
施
工
承
認

の
道
路
の
本
復
旧
に
つ
い
て

問  

①
町
内
の
道
路
を
走
行
し
て

い
る
と
切
り
貼
り
の
部
分
の

復
旧
方
法
が
統
一
さ
れ
て
い

な
い
が
執
行
部
の
考
え
を
伺

う
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
管
理

指
導
し
て
い
る
か
伺
う
。

②
執
行
部
よ
り
本
復
旧
図
を

い
た
だ
い
た
が
、(

Ｄ)

の
復

旧
の
考
え
を
伺
う
。

③
設
計
構
造(

Ｃ)

の
交
通
区

分
農
林
１
号
交
通
の
舗
装
断

面
の
執
行
部
の
考
え
を
伺

う
。
ま
た
対
象
と
な
る
道
路

は
ど
こ
か
伺
う
。

④
工
事
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
本
復
旧
図
だ
け
で
指
示

書
は
な
い
と
聞
い
た
が
、
執

行
部
は
こ
れ
で
よ
い
と
考
え
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て
い
る
の
か
伺
う
。

答 

内
藤
建
設
環
境
課
長

①
現
行
の
窓
口
で
の
対
応

は
、
道
路
本
復
旧
の
範
囲
を

示
し
た
本
復
旧
図
及
び
交
通

区
分
に
よ
る
路
盤
構
造
図
に

よ
り
許
可
を
し
て
い
る
。
本

復
旧
時
に
お
け
る
復
旧
範
囲

等
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

道
路
の
路
面
状
況
等
に
よ
り

個
別
に
協
議
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
の
で
、
す
べ
て
が
統

一
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。

②
本
復
旧
図
の
断
面(

Ｄ)

に

つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
を
越
え
て
影
響
範
囲
を

確
保
し
て
舗
装
復
旧
す
る
内

容
で
あ
る
が
、
道
路
管
理
面

か
ら
影
響
範
囲
を
取
る
こ
と

は
、
そ
の
後
の
維
持
管
理
を

含
め
、
道
路
構
造
的
に
は

安
全
側
に
考
え
る
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
復
旧
工
事
に
あ

た
り
施
工
困
難
な
場
合
な
ど

が
発
生
し
た
と
き
は
、
そ
の

都
度
、
申
請
者
と
協
議
の

上
、
復
旧
範
囲
を
決
定
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

③
設
計
構
造(

Ｃ)

に
つ
い
て

は
、
対
象
と
な
る
道
路
種
別

は
、
原
則
と
し
て
農
道
の

支
線
的
な
道
路
で
、
通
行
者

が
ご
く
少
数
の
道
路
を
想
定

し
て
い
る
。
こ
の
舗
装
断
面

に
つ
い
て
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
の
基
準
書
に
基
づ
き

最
下
位
の
構
造
、
表
層
工
4

㎝
、
上
層
路
盤
工
8
㎝
、
下

層
路
盤
工
12
㎝
と
決
定
し
て

い
る
。

④
本
復
旧
図
及
び
路
盤
構
造

図
に
基
づ
き
許
可
を
し
て
い

た
が
、
今
後
は
共
通
指
示
書

を
作
成
し
、
指
示
内
容
を
徹

底
し
て
い
き
た
い
。

大
岩
芳
治 

議
員

︵
一
問
一
答
方
式
︶

１ 

．
若
者
の
定
住
促
進
に
つ
い
て

問  　

町
長
の
政
策
の
中
に
子
育

て
支
援
を
中
心
に
こ
ど
も
園

の
円
滑
な
運
営
を
し
、
若
者

の
定
住
促
進
に
つ
と
め
ま
す

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
政

策
で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
っ
た
の
か
伺
う
。

答 

清
田
町
長

　

昨
年
３
月
に
策
定
し
た
、

人
口
減
少
対
策
の
具
体
的
施

策
を
盛
り
込
ん
だ
﹁
長
柄
町

総
合
戦
略
﹂
に
記
載
の
﹁
子

育
て
支
援
関
係
10
の
事
業
﹂

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
３

年
間
で
ほ
ぼ
事
業
化
を
し

た
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、

数
値
的
な
裏
付
け
は
な
い

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
等
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
々
に

は
、
あ
る
一
定
の
満
足
度

や
、
子
育
て
環
境
の
変
化
を

実
感
い
た
だ
け
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

２ 

．
幼
児
教
育
と
小
中
学
校
の

学
力
に
つ
い
て

問  　

町
長
は
３
年
前
の
政
策

で
、
確
か
な
学
力
と
生
き
る

力
を
育
む
長
柄
の
教
育
を
目

指
す
と
提
言
し
て
い
た
が
、

こ
ど
も
園
の
教
育
は
３
年
前

と
比
較
し
ど
の
よ
う
に
充
実

さ
せ
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
中

学
校
の
学
力
は
３
年
前
と
比

較
し
ど
の
く
ら
い
向
上
し
た

の
か
、
長
生
郡
市
内
13
校
あ

る
中
で
ど
の
く
ら
い
の
レ
ベ

ル
に
上
が
っ
た
の
か
伺
う
。

答 

清
田
町
長

　

な
が
ら
こ
ど
も
園
で
は
、

幼
稚
園
教
育
要
領
及
び
保
育

所
保
育
指
針
を
基
に
、
毎
年

研
究
テ
ー
マ
を
策
定
し
継
続

的
な
指
導
を
行
っ
て
お
り
、

現
在
は
平
成
28
年
度
か
ら
２

年
間
の
教
育
保
育
の
研
究

テ
ー
マ
を
﹁
遊
び
を
通
し
て

心
身
と
も
に
健
康
な
身
体
を

つ
く
る
﹂
と
し
、
各
年
齢
や

個
々
の
発
達
状
況
に
応
じ
た

身
体
能
力
、
そ
し
て
基
礎
と

な
る
体
幹
能
力
の
向
上
を
目

指
し
て
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

中
学
校
の
学
力
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
中
学
校
で
は
、

千
葉
県
の
学
校
教
育
指
導
の

指
針
に
示
さ
れ
て
い
る
内
容

の
﹁
確
か
な
学
力
﹂
を
育
む

実
践
を
、
着
実
に
そ
し
て
確

実
に
行
っ
て
お
り
、
３
年
前

と
比
較
し
て
、
学
力
は
少
し

ず
つ
向
上
し
て
い
る
。

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
に
お
い
て
、
基
礎
的
知
識

を
問
う
﹁
国
語
Ａ
﹂
ま
た
、

知
識
の
活
用
を
見
る
﹁
国
語

Ｂ
﹂
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お

り
、
千
葉
県
実
施
の
標
準
学

力
テ
ス
ト
の
結
果
も
、
年
度

に
よ
る
差
は
あ
る
が
向
上
し

つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
調
査
対

象
の
生
徒
が
異
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
概
に
３
年
前

と
の
比
較
は
難
し
い
状
況
で

あ
り
、
ま
た
、
長
生
郡
市
の

13
校
と
の
学
力
を
比
較
す
る

材
料
は
な
い
。

３
．
町
の
未
来
像
に
つ
い
て

問  　

町
長
は
、
は
つ
ら
つ
と
し

た
長
柄
町
、
温
か
く
住
み
よ

い
街
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
ま

す
。
そ
し
て｢

任
せ
て
く
だ
さ

い
町
の
未
来
を｣

と
掲
げ
て
町

長
に
就
任
さ
れ
た
が
、
商
工

業
や
農
家
は
衰
退
し
耕
作
放

棄
地
は
増
大
し
続
け
、
人
口

も
激
減
さ
せ
郡
内
で
一
番
人

口
の
少
な
い
町
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
町
長
の
ビ
ジ
ョ
ン

や
結
果
が
見
え
な
い
が
、
ど

の
よ
う
な
街
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答 

清
田
町
長

　

﹁
ま
ち
づ
く
り
﹂
と
い
う

と
、
諸
施
策
相
ま
っ
て
﹁
ま

ち
づ
く
り
﹂
と
な
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、
３
年
前
に

就
任
し
た
際
、
所
信
で
述
べ
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み
取
る
と
瞬
時
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か

ら
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
是
非
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
表
示
の
提
案
を
す

る
が
考
え
を
伺
う
。

答 

清
田
町
長

　

子
育
て
中
の
方
や
妊
娠
・

出
産
を
控
え
て
い
る
方
が
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
活
用
で

き
、
子
育
て
に
役
立
て
て

も
ら
え
る
よ
う
、
早
速
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

載
せ
た
い
と
思
う
。

３ 

．
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

問  　

町
民
の
多
く
の
方
に
で
き

る
だ
け
健
康
な
体
を
維
持
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
活
動
量

計
の
結
果
、
運
動
教
室
の
参

加
、
体
重
・
体
脂
肪
率
の
改

善
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
商

品
券
と
交
換
で
き
る
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
が
開
始
と
な
る

が
、
こ
の
事
業
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。

答 

清
田
町
長

　

本
年
度
は
本
事
業
の
ス

タ
ー
ト
の
年
で
も
あ
り
、
ま

ず
は
試
行
期
間
と
し
て
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
年
度
は
試
行
期

間
と
言
う
こ
と
で
、
ポ
イ
ン

ト
付
与
対
象
者
に
つ
い
て

は
、
介
護
予
防
推
進
員
及
び

介
護
予
防
の
高
齢
者
サ
ロ

ン
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
約

１
３
０
名
の
方
を
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
計
画
し
て
お
り
、
ポ

イ
ン
ト
は
、
公
民
館
で
行
わ

れ
て
い
る
、
生
涯
学
習
教
室

や
自
主
サ
ー
ク
ル
、
介
護
予

防
教
室
な
ど
へ
参
加
さ
れ
た

方
に
付
与
し
、
町
内
で
使
え

る
商
品
券
と
交
換
す
る
。

　

来
年
度
の
本
格
導
入
に
向

け
て
、
参
加
者
か
ら
意
見
な

ど
を
頂
き
、
事
業
の
改
善
を

図
り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
事

業
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

鶴
岡
喜
豊 

議
員

︵
一
問
一
答
方
式
︶

１ 

．
職
員
の
資
質
及
び
例
規
集

に
収
め
ら
れ
て
い
る
各
要
綱

に
つ
い
て

問  

①
役
場
の
体
制
、
職
員
の
資

質
に
つ
い
て
町
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

②
平
成
29
年
４
月
１
日
で
現

在
の
例
規
集
を
収
録
し
て
製

本
し
た
が
、
あ
る
要
綱
が
昭

和
62
年
９
月
３
日
に
改
正
さ

れ
て
か
ら
後
は
改
正
さ
れ
て

お
ら
ず
間
違
っ
た
ま
ま
で
あ

る
。
血
税
を
使
い
印
刷
製
本

し
て
い
る
の
に
執
行
部
は
こ

れ
で
よ
い
と
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

③
平
成
29
年
４
月
１
日
に
現

在
の
例
規
集
を
収
録
製
本
す

る
に
あ
た
り
、
制
定
年
度
の

古
い
要
綱
の
見
直
し
、
検
証

は
行
っ
た
の
か
伺
う
。

④
昭
和
の
年
度
に
制
定
及
び

改
正
さ
れ
た
要
綱
で
、
今
回

の
収
録
製
本
の
際
、
改
正
し

た
要
綱
が
あ
れ
ば
要
綱
名
を

示
し
回
答
願
う
。

⑤
町
の
補
助
金
交
付
要
綱
に

町
内
施
工
業
者
を
補
助
金
の

対
象
に
し
て
あ
る
補
助
金

交
付
要
綱
が
あ
り
、｢

地
元

業
者
育
成
の
た
め｣

と
聞
く

が
、
私
は
、
疑
問
に
思
う
と

こ
ろ
が
あ
り
執
行
部
の
考
え

を
伺
う
。

答 

清
田
町
長

①
昨
年
度
か
ら
人
事
評
価
制

度
を
導
入
し
、
組
織
と
し
て

の
目
標
及
び
職
員
個
々
の
目

標
を
管
理
職
と
職
員
が
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員

の
主
体
的
な
職
務
の
遂
行
と

資
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
、
能
力
・
実
績
に

基
づ
く
人
事
管
理
に
よ
り
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
及

び
業
務
効
率
の
向
上
に
つ
な

げ
、
ひ
い
て
は
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
る
。

②
③
各
要
綱
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、
例
規
の
精
査
を
実
施

し
て
お
り
、
例
規
の
廃
止
及

び
改
正
に
遺
漏
が
あ
る
場
合

は
速
や
か
に
対
応
し
た
い
。

答 

蒔
田
総
務
課
長

④
昭
和
の
時
代
の
古
い
要
綱

等
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
中

に
廃
止
、
改
正
さ
れ
た
も
の

は
﹁
母
子
栄
養
食
品
支
給
要

綱
﹂
と
﹁
長
柄
町
社
会
教
育

指
導
員
の
設
置
に
関
す
る
規

則
﹂
の
２
件
が
廃
止
、
﹁
長

柄
町
教
育
委
員
会
公
印
規

則
﹂
の
１
件
が
一
部
改
正
の

計
３
件
で
あ
る
。

　

な
お
、
平
成
29
年
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
調
整
し
精

査
し
て
い
く
。

答 

白
井
企
画
財
政
課
長

⑤
﹁
地
元
企
業
の
育
成
﹂
と

し
て
一
定
の
受
注
機
会
を
確

保
す
る
こ
と
で
、
対
応
力
や

技
術
力
の
維
持
・
向
上
、
常

用
労
務
員
等
の
確
保
、
ま
た

経
営
体
質
が
強
化
さ
れ
る
も

の
と
考
え
、
ひ
い
て
は
地
元

の
雇
用
と
経
済
の
活
性
化
も

期
待
で
き
る
。

２ 

．
道
路
占
用
及
び
施
工
承
認

の
道
路
の
本
復
旧
に
つ
い
て

問  

①
町
内
の
道
路
を
走
行
し
て

い
る
と
切
り
貼
り
の
部
分
の

復
旧
方
法
が
統
一
さ
れ
て
い

な
い
が
執
行
部
の
考
え
を
伺

う
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
管
理

指
導
し
て
い
る
か
伺
う
。

②
執
行
部
よ
り
本
復
旧
図
を

い
た
だ
い
た
が
、(

Ｄ)

の
復

旧
の
考
え
を
伺
う
。

③
設
計
構
造(

Ｃ)

の
交
通
区

分
農
林
１
号
交
通
の
舗
装
断

面
の
執
行
部
の
考
え
を
伺

う
。
ま
た
対
象
と
な
る
道
路

は
ど
こ
か
伺
う
。

④
工
事
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
本
復
旧
図
だ
け
で
指
示

書
は
な
い
と
聞
い
た
が
、
執

行
部
は
こ
れ
で
よ
い
と
考
え
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て
い
る
の
か
伺
う
。

答 
内
藤
建
設
環
境
課
長

①
現
行
の
窓
口
で
の
対
応

は
、
道
路
本
復
旧
の
範
囲
を

示
し
た
本
復
旧
図
及
び
交
通

区
分
に
よ
る
路
盤
構
造
図
に

よ
り
許
可
を
し
て
い
る
。
本

復
旧
時
に
お
け
る
復
旧
範
囲

等
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

道
路
の
路
面
状
況
等
に
よ
り

個
別
に
協
議
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
の
で
、
す
べ
て
が
統

一
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。

②
本
復
旧
図
の
断
面(

Ｄ)

に

つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
を
越
え
て
影
響
範
囲
を

確
保
し
て
舗
装
復
旧
す
る
内

容
で
あ
る
が
、
道
路
管
理
面

か
ら
影
響
範
囲
を
取
る
こ
と

は
、
そ
の
後
の
維
持
管
理
を

含
め
、
道
路
構
造
的
に
は

安
全
側
に
考
え
る
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
復
旧
工
事
に
あ

た
り
施
工
困
難
な
場
合
な
ど

が
発
生
し
た
と
き
は
、
そ
の

都
度
、
申
請
者
と
協
議
の

上
、
復
旧
範
囲
を
決
定
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

③
設
計
構
造(

Ｃ)

に
つ
い
て

は
、
対
象
と
な
る
道
路
種
別

は
、
原
則
と
し
て
農
道
の

支
線
的
な
道
路
で
、
通
行
者

が
ご
く
少
数
の
道
路
を
想
定

し
て
い
る
。
こ
の
舗
装
断
面

に
つ
い
て
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
の
基
準
書
に
基
づ
き

最
下
位
の
構
造
、
表
層
工
4

㎝
、
上
層
路
盤
工
8
㎝
、
下

層
路
盤
工
12
㎝
と
決
定
し
て

い
る
。

④
本
復
旧
図
及
び
路
盤
構
造

図
に
基
づ
き
許
可
を
し
て
い

た
が
、
今
後
は
共
通
指
示
書

を
作
成
し
、
指
示
内
容
を
徹

底
し
て
い
き
た
い
。

大
岩
芳
治 

議
員

︵
一
問
一
答
方
式
︶

１ 

．
若
者
の
定
住
促
進
に
つ
い
て

問  　

町
長
の
政
策
の
中
に
子
育

て
支
援
を
中
心
に
こ
ど
も
園

の
円
滑
な
運
営
を
し
、
若
者

の
定
住
促
進
に
つ
と
め
ま
す

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
政

策
で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
っ
た
の
か
伺
う
。

答 

清
田
町
長

　

昨
年
３
月
に
策
定
し
た
、

人
口
減
少
対
策
の
具
体
的
施

策
を
盛
り
込
ん
だ
﹁
長
柄
町

総
合
戦
略
﹂
に
記
載
の
﹁
子

育
て
支
援
関
係
10
の
事
業
﹂

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
３

年
間
で
ほ
ぼ
事
業
化
を
し

た
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、

数
値
的
な
裏
付
け
は
な
い

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
等
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
々
に

は
、
あ
る
一
定
の
満
足
度

や
、
子
育
て
環
境
の
変
化
を

実
感
い
た
だ
け
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

２ 

．
幼
児
教
育
と
小
中
学
校
の

学
力
に
つ
い
て

問  　

町
長
は
３
年
前
の
政
策

で
、
確
か
な
学
力
と
生
き
る

力
を
育
む
長
柄
の
教
育
を
目

指
す
と
提
言
し
て
い
た
が
、

こ
ど
も
園
の
教
育
は
３
年
前

と
比
較
し
ど
の
よ
う
に
充
実

さ
せ
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
中

学
校
の
学
力
は
３
年
前
と
比

較
し
ど
の
く
ら
い
向
上
し
た

の
か
、
長
生
郡
市
内
13
校
あ

る
中
で
ど
の
く
ら
い
の
レ
ベ

ル
に
上
が
っ
た
の
か
伺
う
。

答 

清
田
町
長

　

な
が
ら
こ
ど
も
園
で
は
、

幼
稚
園
教
育
要
領
及
び
保
育

所
保
育
指
針
を
基
に
、
毎
年

研
究
テ
ー
マ
を
策
定
し
継
続

的
な
指
導
を
行
っ
て
お
り
、

現
在
は
平
成
28
年
度
か
ら
２

年
間
の
教
育
保
育
の
研
究

テ
ー
マ
を
﹁
遊
び
を
通
し
て

心
身
と
も
に
健
康
な
身
体
を

つ
く
る
﹂
と
し
、
各
年
齢
や

個
々
の
発
達
状
況
に
応
じ
た

身
体
能
力
、
そ
し
て
基
礎
と

な
る
体
幹
能
力
の
向
上
を
目

指
し
て
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

中
学
校
の
学
力
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
中
学
校
で
は
、

千
葉
県
の
学
校
教
育
指
導
の

指
針
に
示
さ
れ
て
い
る
内
容

の
﹁
確
か
な
学
力
﹂
を
育
む

実
践
を
、
着
実
に
そ
し
て
確

実
に
行
っ
て
お
り
、
３
年
前

と
比
較
し
て
、
学
力
は
少
し

ず
つ
向
上
し
て
い
る
。

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
に
お
い
て
、
基
礎
的
知
識

を
問
う
﹁
国
語
Ａ
﹂
ま
た
、

知
識
の
活
用
を
見
る
﹁
国
語

Ｂ
﹂
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お

り
、
千
葉
県
実
施
の
標
準
学

力
テ
ス
ト
の
結
果
も
、
年
度

に
よ
る
差
は
あ
る
が
向
上
し

つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
調
査
対

象
の
生
徒
が
異
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
概
に
３
年
前

と
の
比
較
は
難
し
い
状
況
で

あ
り
、
ま
た
、
長
生
郡
市
の

13
校
と
の
学
力
を
比
較
す
る

材
料
は
な
い
。

３
．
町
の
未
来
像
に
つ
い
て

問  　

町
長
は
、
は
つ
ら
つ
と
し

た
長
柄
町
、
温
か
く
住
み
よ

い
街
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
ま

す
。
そ
し
て｢

任
せ
て
く
だ
さ

い
町
の
未
来
を｣

と
掲
げ
て
町

長
に
就
任
さ
れ
た
が
、
商
工

業
や
農
家
は
衰
退
し
耕
作
放

棄
地
は
増
大
し
続
け
、
人
口

も
激
減
さ
せ
郡
内
で
一
番
人

口
の
少
な
い
町
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
町
長
の
ビ
ジ
ョ
ン

や
結
果
が
見
え
な
い
が
、
ど

の
よ
う
な
街
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答 

清
田
町
長

　

﹁
ま
ち
づ
く
り
﹂
と
い
う

と
、
諸
施
策
相
ま
っ
て
﹁
ま

ち
づ
く
り
﹂
と
な
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、
３
年
前
に

就
任
し
た
際
、
所
信
で
述
べ
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た
６
本
の
柱
を
着
実
に
、
堅

実
に
進
め
る
こ
と
こ
そ
が

﹁
元
気
な
ま
ち
﹂
﹁
住
み
よ

い
町
﹂
に
繋
が
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ

ら
を
包
含
す
る
意
味
で
、
現

在
、
最
重
要
施
策
と
し
て
進

め
て
い
る
﹁
長
柄
町
生
涯
活

躍
の
ま
ち
﹂
こ
そ
が
、
目
指

す
姿
で
あ
る
と
確
信
し
て
い

る
。

山
根
義
弘 

議
員

︵
一
問
一
答
方
式
︶

１ 

．
圏
央
道
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
計
画
に
伴
う

土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て

問  　

町
地
域
住
民
と
の
協
働
参

画
に
よ
り
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地

利
用
計
画
の
策
定
を
提
案
す

る
が
い
か
が
か
。

答 

清
田
町
長

　

土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て

は
、
３
年
前
に
議
員
か
ら
質

問
、
提
案
が
あ
り
、
そ
の
際

﹁
現
在
の
都
市
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
尊
重
し
つ
つ
、
修
正

す
べ
き
点
は
修
正
し
、
取
り

組
ん
で
い
く
﹂
と
答
弁
し
た

が
、
現
在
の
長
柄
町
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
策
定
か
ら

25
年
近
く
経
過
し
、
人
口
フ

レ
ー
ム
の
誤
差
や
民
間
の
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
の
と

ん
挫
な
ど
、
現
状
と
の
か
い

離
も
多
く
、
加
え
て
何
よ
り

も
、
本
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
描
か
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
見
直
し
の
必

要
性
は
高
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
時
期
に
関
し
て
は
、

今
後
検
討
し
た
い
。

　

地
域
住
民
の
協
働
参
画
に

よ
る
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

は
﹁
こ
の
町
の
将
来
像
を
描

く
作
業
﹂
で
も
あ
る
の
で
、

是
非
と
も
多
く
の
方
の
思
い

を
反
映
で
き
る
よ
う
、
手
法

な
ど
を
検
討
し
た
う
え
で
進

め
て
い
く
。

２ 

．
長
柄
町
農
林
業
振
興
基
本

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

問  　

長
柄
町
農
林
業
振
興
基
本

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
提
案

す
る
が
い
か
が
か
。

答 

清
田
町
長

　

農
林
業
振
興
基
本
計
画
の

策
定
は
、
持
続
可
能
な
農
業

振
興
を
行
う
た
め
、
町
民
全

員
が
課
題
を
共
有
し
、
農
業

を
中
心
と
し
た
地
域
の
活
性

化
を
図
る
う
え
で
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
ず
は
先
進
事
例
な
ど
を

研
究
し
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

３ 

．
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及

び
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
等
に
つ
い
て

問  

①
町
在
宅
介
護
実
態
調
査
に

基
づ
く
介
護
離
職
者
の
実
態

と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
、
ど

の
様
に
考
え
る
の
か
聞
き
た

い
。

②
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
︵
要
支
援
１
、

２
の
市
町
村
移
行
︶
に
お
け

る
問
題
点
と
対
応
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

③
要
介
護
１
及
び
２
の
市
町

村
へ
の
移
行
計
画
に
つ
い

て
、
長
柄
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
聞
き
た

い
。

答 

清
田
町
長

①
在
宅
介
護
実
態
調
査
に
つ

い
て
は
﹁
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
て
自
宅
で
生
活
を
さ

れ
て
い
る
方
﹂
を
対
象
に
実

施
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
調

査
の
結
果
に
よ
る
と
、
主
な

介
護
者
の
離
職
者
は
15
人
で

あ
る
。

　

町
と
し
て
は
、
平
成
31
年

の
３
月
に
長
柄
町
で
開
設
を

予
定
し
て
い
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
雇
用
の
受
け
皿

と
し
て
期
待
し
た
い
。

②
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
訪
問
介
護
と
通
所
介
護

が
総
合
事
業
に
移
行
さ
れ
た

が
、
町
に
は
そ
れ
ぞ
れ
２
か

所
し
か
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が

な
い
た
め
、
既
存
の
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
メ
ニ
ュ
ー
を
増

や
す
の
で
は
な
く
、
介
護
予

防
推
進
員
及
び
サ
ポ
ー
タ
ー

の
強
み
を
生
か
し
、
そ
の
他

の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
や
通
所

型
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
的
提
供

な
ど
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
の
継

続
や
ゴ
ミ
出
し
・
買
い
物
代

行
な
ど
の
実
施
を
検
討
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

す
る
こ
と
で
参
加
者
自
体
が

役
割
を
持
ち
﹁
自
ら
元
気
に

な
る
﹂
こ
と
は
、
ま
さ
に
介

護
予
防
の
一
端
と
考
え
ら
れ

る
が
、
担
い
手
の
数
に
限
り

が
あ
る
の
で
、
今
後
新
た
な

担
い
手
を
ど
う
確
保
し
て
い

く
か
が
課
題
と
考
え
る
。

　

今
後
、
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

の
拡
充
な
ど
で
、
新
た
な
担

い
手
を
確
保
す
る
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
。

③
現
在
、
要
支
援
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
う
ち
、
17
名
の

方
を
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
委
託

し
て
い
る
が
、
受
け
入
れ
可

能
な
事
業
所
が
少
な
く
、
委

託
先
を
探
す
の
に
今
の
人
数

も
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

　

今
後
、
要
介
護
１
，
２
が

市
町
村
に
移
行
さ
れ
る
と
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
受
け
入
れ
可

能
な
事
業
所
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
現
状
で
は
支
持
で
き

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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あなたも議会を
傍聴しませんか

（次回定例会は平成２９年１２月１３日（水）からの予定です。）

― お 気 軽 に ―
議会本会議の会議録を長柄町ホームページで公開していますので、是非ご覧

ください。
ご意見、ご要望等ありましたら議会事務局までお願いいたします。

【問い合わせ先】　議会事務局　☎３５−２４３８

編 集 後 記
本号より、議会広報編集特別委員会は新たなメンバーでスタートすることになりました。
委員長を中心に、限られた紙面で誰が見てもわかりやすく、読みやすい紙面づくりを心掛け、

親しみを持たれる議会だよりの編集に努めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。
さて、町では健康づくりの一環として千葉大学予防医学センターの支援をいただき、１１月

から「ながら健康ポイント事業」が試行的に実施されます。今年度は１３０名をモニターとし、
集いの場等に通うと活動量計にポイントが付与され、町商品券と交換できるようになります。

いつまでも元気であり続けるには、自分の健康に関心を持ち、自分に合った健康づくりに取
り組んでいくことや、運動のみならず、人とのつながりや社会参加をすることが心身に健康効
果をもたらします。来年度の本格運用開始に向け、モニターの方の意見などを頂き『通いなが
ら♪集いながら♪笑いながら♪健康長寿ながら』を目指し取り組んでまいります。

これからも議会として政策の提案、提言を積極的にしてまいりますので、２年間よろしくお
願いいたします。

議会広報編集特別委員会
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た
６
本
の
柱
を
着
実
に
、
堅

実
に
進
め
る
こ
と
こ
そ
が

﹁
元
気
な
ま
ち
﹂
﹁
住
み
よ

い
町
﹂
に
繋
が
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ

ら
を
包
含
す
る
意
味
で
、
現

在
、
最
重
要
施
策
と
し
て
進

め
て
い
る
﹁
長
柄
町
生
涯
活

躍
の
ま
ち
﹂
こ
そ
が
、
目
指

す
姿
で
あ
る
と
確
信
し
て
い

る
。

山
根
義
弘 

議
員

︵
一
問
一
答
方
式
︶

１ 

．
圏
央
道
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
計
画
に
伴
う

土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て

問  　

町
地
域
住
民
と
の
協
働
参

画
に
よ
り
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地

利
用
計
画
の
策
定
を
提
案
す

る
が
い
か
が
か
。

答 

清
田
町
長

　

土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て

は
、
３
年
前
に
議
員
か
ら
質

問
、
提
案
が
あ
り
、
そ
の
際

﹁
現
在
の
都
市
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
尊
重
し
つ
つ
、
修
正

す
べ
き
点
は
修
正
し
、
取
り

組
ん
で
い
く
﹂
と
答
弁
し
た

が
、
現
在
の
長
柄
町
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
策
定
か
ら

25
年
近
く
経
過
し
、
人
口
フ

レ
ー
ム
の
誤
差
や
民
間
の
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
の
と

ん
挫
な
ど
、
現
状
と
の
か
い

離
も
多
く
、
加
え
て
何
よ
り

も
、
本
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
描
か
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
見
直
し
の
必

要
性
は
高
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
時
期
に
関
し
て
は
、

今
後
検
討
し
た
い
。

　

地
域
住
民
の
協
働
参
画
に

よ
る
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

は
﹁
こ
の
町
の
将
来
像
を
描

く
作
業
﹂
で
も
あ
る
の
で
、

是
非
と
も
多
く
の
方
の
思
い

を
反
映
で
き
る
よ
う
、
手
法

な
ど
を
検
討
し
た
う
え
で
進

め
て
い
く
。

２ 

．
長
柄
町
農
林
業
振
興
基
本

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

問  　

長
柄
町
農
林
業
振
興
基
本

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
提
案

す
る
が
い
か
が
か
。

答 

清
田
町
長

　

農
林
業
振
興
基
本
計
画
の

策
定
は
、
持
続
可
能
な
農
業

振
興
を
行
う
た
め
、
町
民
全

員
が
課
題
を
共
有
し
、
農
業

を
中
心
と
し
た
地
域
の
活
性

化
を
図
る
う
え
で
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
ず
は
先
進
事
例
な
ど
を

研
究
し
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

３ 

．
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及

び
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
等
に
つ
い
て

問  

①
町
在
宅
介
護
実
態
調
査
に

基
づ
く
介
護
離
職
者
の
実
態

と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
、
ど

の
様
に
考
え
る
の
か
聞
き
た

い
。

②
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
︵
要
支
援
１
、

２
の
市
町
村
移
行
︶
に
お
け

る
問
題
点
と
対
応
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

③
要
介
護
１
及
び
２
の
市
町

村
へ
の
移
行
計
画
に
つ
い

て
、
長
柄
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
聞
き
た

い
。

答 

清
田
町
長

①
在
宅
介
護
実
態
調
査
に
つ

い
て
は
﹁
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
て
自
宅
で
生
活
を
さ

れ
て
い
る
方
﹂
を
対
象
に
実

施
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
調

査
の
結
果
に
よ
る
と
、
主
な

介
護
者
の
離
職
者
は
15
人
で

あ
る
。

　

町
と
し
て
は
、
平
成
31
年

の
３
月
に
長
柄
町
で
開
設
を

予
定
し
て
い
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
雇
用
の
受
け
皿

と
し
て
期
待
し
た
い
。

②
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
訪
問
介
護
と
通
所
介
護

が
総
合
事
業
に
移
行
さ
れ
た

が
、
町
に
は
そ
れ
ぞ
れ
２
か

所
し
か
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が

な
い
た
め
、
既
存
の
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
メ
ニ
ュ
ー
を
増

や
す
の
で
は
な
く
、
介
護
予

防
推
進
員
及
び
サ
ポ
ー
タ
ー

の
強
み
を
生
か
し
、
そ
の
他

の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
や
通
所

型
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
的
提
供

な
ど
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
の
継

続
や
ゴ
ミ
出
し
・
買
い
物
代

行
な
ど
の
実
施
を
検
討
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

す
る
こ
と
で
参
加
者
自
体
が

役
割
を
持
ち
﹁
自
ら
元
気
に

な
る
﹂
こ
と
は
、
ま
さ
に
介

護
予
防
の
一
端
と
考
え
ら
れ

る
が
、
担
い
手
の
数
に
限
り

が
あ
る
の
で
、
今
後
新
た
な

担
い
手
を
ど
う
確
保
し
て
い

く
か
が
課
題
と
考
え
る
。

　

今
後
、
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

の
拡
充
な
ど
で
、
新
た
な
担

い
手
を
確
保
す
る
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
。

③
現
在
、
要
支
援
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
う
ち
、
17
名
の

方
を
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
委
託

し
て
い
る
が
、
受
け
入
れ
可

能
な
事
業
所
が
少
な
く
、
委

託
先
を
探
す
の
に
今
の
人
数

も
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

　

今
後
、
要
介
護
１
，
２
が

市
町
村
に
移
行
さ
れ
る
と
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
受
け
入
れ
可

能
な
事
業
所
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
現
状
で
は
支
持
で
き

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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あなたも議会を
傍聴しませんか

（次回定例会は平成２９年１２月１３日（水）からの予定です。）
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議会本会議の会議録を長柄町ホームページで公開していますので、是非ご覧

ください。
ご意見、ご要望等ありましたら議会事務局までお願いいたします。
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編 集 後 記
本号より、議会広報編集特別委員会は新たなメンバーでスタートすることになりました。
委員長を中心に、限られた紙面で誰が見てもわかりやすく、読みやすい紙面づくりを心掛け、

親しみを持たれる議会だよりの編集に努めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。
さて、町では健康づくりの一環として千葉大学予防医学センターの支援をいただき、１１月

から「ながら健康ポイント事業」が試行的に実施されます。今年度は１３０名をモニターとし、
集いの場等に通うと活動量計にポイントが付与され、町商品券と交換できるようになります。

いつまでも元気であり続けるには、自分の健康に関心を持ち、自分に合った健康づくりに取
り組んでいくことや、運動のみならず、人とのつながりや社会参加をすることが心身に健康効
果をもたらします。来年度の本格運用開始に向け、モニターの方の意見などを頂き『通いなが
ら♪集いながら♪笑いながら♪健康長寿ながら』を目指し取り組んでまいります。

これからも議会として政策の提案、提言を積極的にしてまいりますので、２年間よろしくお
願いいたします。

議会広報編集特別委員会



今月米寿を迎えた皆さん ・神﨑 孝子さん（刑部）・鈴木 照子さん（刑部）・木村　としこさん（大庭） 他3名

米寿　おめでとうございます祝　米寿　おめでとうございます
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12月の保健事業のお知らせ
事業名 実施日 時　間 対象者 場所

乳がん検診

マンモグラ
フィ検査
15 日（金）
16 日（土）

受付時間
９：００〜１０：３０

１３：００〜１４：３０

４０歳、４２歳、４４歳、４６歳、
４８歳、５０歳以上の女性
※�申し込みをされていない方は事前に

ご連絡ください。

福
祉
セ
ン
タ
ー

超音波検査
16 日（土）

３０歳〜３９歳、４１歳、４３歳、
４５歳、４７歳、４９歳の女性
※�申し込みをされていない方は事前に

ご連絡ください。

子宮頸がん検診 15 日（金）
16 日（土）

２０歳以上の女性
※�申し込みをされていない方は事前に

ご連絡ください。

骨粗しょう症検診 16 日（土）

１８歳〜３５歳、４０歳、４５歳、
５０歳、５５歳、 ６０歳、６５歳、７０
歳の女性
※�申し込みをされていない方は事前に

ご連絡ください。

３歳児健康診査
１歳６か月児健康診査 18 日（月）

３歳児受付時間
　１２：５０〜１３：００
１歳６か月児受付時間
　１３：００〜１３：１０

３歳児
　平成２６年８月、９月生まれ
１歳６か月児
　平成２８年４月、５月生まれ

保
健
セ
ン
タ
ー

問い合わせ先　健康福祉課　健康管理係　☎35-2414

広報「ながら」の発行月に米寿（数え 88 歳）を迎えられる方々を紹介します。米寿を迎えられる方のお宅に伺いま
すので、ご協力をお願いします。

問い合わせ先　企画財政課　広報統計係　☎35-2110

飯
い い

田
だ

  直
な お

美
み

さん（山根）

藤
ふ じ

崎
さ き

  義
よ し

信
の ぶ

さん（味庄）

平
ひ ら

野
の

  五
ご

郎
ろ う

さん（山根）

荒
あ ら

井
い

  和
か ず

江
え

さん（皿木）

長野県出身の飯田さん。学生
時代に農家のお手伝いに行った
ことをきっかけに知り会ったご
主人と館山市内で花の栽培と販
売をして生計を立てていました。

現在は仕事の関係で長柄町へ
引っ越された息子さんと一緒に
暮らしています。週３日のデイ
サービスが楽しみと教えてくだ
さいました。

東京都小金井市出身の藤崎さ
ん。50 代の時に、千葉県の温暖
な気候と都会へのアクセスの良さ
を気に入って移住してきました。

趣味はドライブと旅行で、一
昨年には車で息子さんが住む神
戸まで行ったそうです。イスラ
エルをバスツアーしたときに護
衛が同乗したことなどを教えて
くださいました。

終戦後、東京で木工のお仕事や
築地で働いてこられた平野さん。

1952 年に後楽園球場の特設リ
ングで行われた白井義男対ダド・
マリノの世界タイトルマッチを
観戦してボクシングファンにな
りました。

現在も、テレビでボクシング
や野球を見ることが好きだと教
えてくださいました。

茂原市（旧鶴枝村）出身の荒
井さん。

結婚前は筵
むしろ

（藁やイグサなど
で作る敷物）などを織ったりし
たことはありましたが、嫁ぎ先
では慣れない農作業をすること
になり大変だったとのことです。

韓流ブームのころに韓国へ行っ
たことや、日本各地へ旅行したこ
とを教えてくださいました。
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日（sun） 月（mon） 火（tue） 水（wed） 木（thu） 金（fri） 土（sat）

1 2

3 4 5 6　おはなし広場 7 8 リトミック教室 9
　 10:00  10:00〜11:00

10 11 12 13　ベビーマッサージ教室 14　誕生会 15 16
　   10:00〜11:00 身体測定

17 18 19　つくって遊ぼう 20　おはなし広場 21　体験入園 22 リトミック教室 23
　   10:30 　   10:00 　   （クリスマス会） 10:00〜11:00

天皇
誕生日

24 25 26 27 28 29 30
休園

※あそびの広場の時間帯が変更になる場合がありますので、支援センターだよりと併せてご確認ください。
※年末年始（１２月２９日〜１月３日）は、支援センターをお休みさせていただきます。

あそびの広場　9：00〜16：00

あそびの広場　9：00〜16：00

あそびの広場　9：00〜16：00

あそびの広場　9：00〜16：00

問い合わせ先　ながらこども園　☎35-3102

『支援センターだより』を発行しています。役場、公民館にも置いてありますのでご覧ください。

あそびの広場
9：00〜16：00

１２月８日（金）・２２日（金）
１０：００〜１１：００
　親子で触れ合いリズム遊
びを楽しみましょう。

おはなし広場 ベビーマッサージ 誕生会

月～金曜日（祝日を除く）
９：００～１５：００
　電話でもご相談をお受けしています。

リトミック教室

支援センターの様子

育児相談

クリスマス会
１２月２1日（木）　１０：００～１１：００
　こども園でクリスマス会が行われます。
　サンタさんやこども園のお友達と一緒に歌
を歌ったり、ダンスをしたり、楽しいひと時を
過ごしませんか？

体験入園を行います！
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お 　  し  　 ら 　  せ
平成30年度千葉県生涯大学校の学生募集
応募条件
　仲間づくり、生きがいづくり、社会参加に興味があ
る、県内に住所を有する原則として60歳以上（昭和33年
4月1日以前生まれ）の方

定員及び修業年限
　　健康・生活学部　　　　730名　　2年間（週1回）
　　造形学部園芸コース　　630名　　1年間（週1回）
　　　　　　陶芸コース　　250名　　1年間（週2回）
　　地域活動専攻科　　　　100名　　1年間（週1回）
　　（�地域活動専攻科は、地域活動学部及び一般課程の

卒業生のみ）

授業料
健康・生活学部 年額15,400円
造形学部園芸コース     年額27,700円
陶芸コース     年額55,500円
地域活動専攻科         年額15,400円
※消費税率引上げの場合、授業料変更予定。

学園事務局及び本校舎の所在地
千葉市中央区、流山市、銚子市、茂原市、館山市

入学案内の配布場所
・生涯大学校各学園
・各市町村高齢者福祉担当課
・各地域振興事務所
・各健康福祉センター（各保健所）
・県高齢者福祉課等
※�郵送希望の方は、返信用封筒（角2サイズ（240mm×
320mm）に宛先を記入し140円切手を貼付）を同封の
上、生涯大学校事務局へお申し込みください。

願書受付期限
12月28日（木）9：00〜17：00（土日祝日不可）
（郵送は12月28日消印可）

願書提出・問い合わせ先
〒260－0801　千葉市中央区仁戸名町666－2
千葉県生涯大学校事務局　☎043－266－4705

自動車税の滞納は見逃しません
　千葉県は、自動車税の未納額の縮減のため、11月から
3月までを滞納整理強化期間とし、給与・預金・自動車な
どの差押えを一層強化します。
　自動車税を納められていない方は、至急納付してくだ
さい。

問い合わせ先
千葉県茂原県税事務所収税課　☎22-1721
大多喜支所　☎0470-82-2214
千葉県総務部税務課　☎043-223-2127

従業員募集のお知らせ
六地蔵にあります直売ながらでは、新鮮な農産物や加工

品などの販売をお手伝いしてくれる方を募集しています。

年　齢　40歳くらいまで
主な業務　販売に関連する業務・袋詰め・精算等
勤務時間　９：00～17：45（基本）
時　給　868円～1,100円　
賞　与　条件により有り　２回（年4.5か月）
その他　社会保険完備・通勤手当等

連絡先　（有）直売ながら　☎35-4741（蒔田）

障がい者雇用促進就職面接会
　障がい者（身体、知的、精神）の方を対象とした就職
面接会を開催します。

日　時　平成30年1月22日（月）13：30〜15：30
場　所　茂原市役所　市民室
　　　　茂原市道表1番地
求職者　平成30年1月12日（金）

申込み・問い合わせ先
ハローワーク茂原　求人専門援助部門
☎25-8609　FAX22-3794

労災職業病なんでも相談会
日　時　12月16日（土）13：00〜16：00
会　場　船橋市勤労市民センター
対応者　弁護士・労働安全衛生管理者　他
費　用　無料
予　約　不要（当日受付）

問い合わせ先　千葉中央法律事務所　☎043-225-4567

しらこ落語会
日　時　平成30年2月24日（土）
　　　　開演14：00（開場13：30）
場　所　白子町青少年センター　ホール
出演者　�林家 たい平・三遊亭 美るく（白子町出身）
　　　　林家 時蔵　ほか
座　席　全席指定　2,000円（税込み）
　　　　・�入場券販売（祝日及び12月29日～1月3日を

除く9：00～17：00）
　　　　・車椅子でお越しの方は事前にご連絡下さい。
　　　　・前売りで完売した場合、当日券はありません。
　　　　・未就学児の入場はご遠慮願います。
入場券販売　12月11日（月）9:00～

申込み・問い合わせ先
白子町教育委員会生涯学習課　☎33-2144
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お 　  し  　 ら 　  せ
１１月は年金月間
１
い

１
い

月３
みらい

０日は「年金の日」です
　「ねんきんネット」で未来の生活設計について、考え
てみませんか？
　ご自宅のパソコンやお手元のスマートフォンで、２４
時間いつでもこれまでの年金記録、これからの年金見込
額を確認することができます。

○年金機構に提出する一部の届書をパソコンで作成・印刷
基礎年金番号や氏名などを自動表示、入力の手間を省けます。

○「年金定期便」や「年金振込通知書」など各種通知書
を確認・ダウンロード
年１回郵送される「年金定期便」の郵送停止の申込みも
できます。

○持ち主のわからない年金記録の検索ができます
検索条件（氏名、性別、生年月日）と一致する持ち主不
明記録の検索ができます。ご家族も一緒に記録を確認し
てみてください。

問い合わせ先
ねんきん定期便・ねんきんネット等専用ダイヤル
☎0570－058－555
受付時間　月～金　　9：00~19：00
　　　　　第２土曜　9：00~17：00

冬の交通安全運動実施集
～　気のゆるみ　一杯だけが　命とり　～
12 月 10 日（日）から 19 日（火）まで冬の交通安全

運動が実施されます。
年末は忘年会等、飲酒の機会が増えますが、飲酒運転は、

絶対にしないようにしましょう。また、日頃から交通ルー
ルの遵守と正しい交通マナーを実践し、交通事故防止に
心がけましょう。
運動期間中は町内３箇所の交差点で町交通安全協会の

協力による街頭指導を実施します。

問い合わせ先　総務課　行政管財係　☎35－2111

商工会女性部創立３０周年記念講演会
　仕事や子育て介護など毎日頑張って家族を支える女性
が元気になることで、家族を地域を幸せにするセミナー
です。

日時　12月10日（日）14：00~15：30
場所　長柄町中央公民館
演題　「�キラキラ輝く自分づくりの法則！」人はいつか

らでもどこからでもよくなれる
講師　ライフコンサルタント　阿部　文晴　氏

問い合わせ先　長柄町商工会女性部　☎35－3450

犯罪被害者フォーラム　千葉県民のつどい
日　時　12月3日（日）13：00〜16：00
場　所　千葉県教育会館（千葉市中央区中央4－13－10）
内　容　第1部　講演
　　　　演題「ある日突然、最愛の娘を奪われて」

〜犯罪がその後にもたらすもの〜
　　　　講師　山内　久子　氏
　　　　第2部　意見発表
　　　　「�命の大切さを学ぶ教室」を受講した高校生に

よる意見発表
　　　　第3部　犯罪被害者支援音楽会
　　　　演奏者　八千代少年少女合唱団

申込方法　�郵便番号・住所・氏名・電話番号・人数を記
入し郵送、FAX、Eメール、電話で申込み　
※当日入場可（事前申込者優先）

申込締切　11月28日（火）

申込み・問い合わせ先
公益社団法人　千葉犯罪被害者支援センター事務局
千葉市中央区中央3－9－16三井生命千葉中央ビル7F　
☎043－225－5451　FAX043－225－5453　
Eメール　chibacvs@orion.ocn.ne.jp

問い合わせ先　（有）直売ながら　☎ 35-4741（蒔田）

−広告−

　道の駅ながら

「道の駅　ながら」では、野菜・米・漬物などを出荷していただ
ける農家の方を常時募集しております。
出荷希望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。

生産者の募集について
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今月は、公民館主催教室の手作りクッキング教室「洋菓子作り教室」を
紹介します。この教室は毎月第３水曜日の午前中にテーマを変えて開催し
ています。１０月の教室は秋の味覚、りんごを使ったケーキとさつまいも
を使ったモンブランの２品を作りました。簡単に出来て美味しいので、お
もてなしやお礼の品にも最適だと受講した皆さんは喜んでいました。今後
は、「お正月料理教室」や「恵方巻き作り教室」を予定しています。

問い合わせ先　生涯学習課（公民館）☎35-3242

■■■一般書
書　　名 著者名

武士マチムラ 今野　敏
花になるらん
明治おんな繁盛記 玉岡　かおる

墨の香 梶　よう子
茶筅の旗 藤原　緋沙子
草笛物語 葉室　麟
ライオンは仔猫に夢中 東川　篤哉
マスカレード・ナイト 東野　圭吾
琥珀の夢　上・下 伊集院　静
愛のかたち 岸　惠子
ファインダーズ・キー
パーズ　上・下

スティーヴン・
キング

■■■児童書
書　　名 著者名

走れ！ヒットマン 須藤　靖貴
わかったさんのふんわりケーキ 寺村　輝夫
魔法医トリシアの冒険カルテ　
ドラゴンの谷となぞの少年 南房　秀久

クマと森のピアノ デイビット・リッチ
フィールド

ミオととなりのマーメード　
人魚になれるのはヒミツ ミランダ・ジョーンズ

あの坂へいそげ 高橋　毅
くろくんとちいさいしろくん なかや　みわ
魔女バジルと闇の魔女 茂市　久美子
幽霊ランナー 岡田　潤
おともだちできた？ 石井　聖岳

お
も
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新
着
図
書
の

お
知
ら
せ
で
す
。

公民館
図書室
公民館
図書室

公民館教室紹介公民館教室紹介
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元々、我国では外科医が自分で麻
酔を行っていました（自科麻酔）。
戦後、アメリカに視察留学した外科
医たちが、手術と麻酔（生体管理）
の完全分業によって、驚異的な手術
成功率がもたらされていることに感
銘を受けて、1954 年（昭和 29 年）
に日本麻酔学会を作ったといわれて

います。当初、麻酔科を見下す外科の
重鎮が多く、麻酔科医たちは苦労したと聞いています。
私の世代でも、若手麻酔科医が、老獪（ろうかい）な外
科医たちを相手に奮戦することが日常でしたので、麻酔
科草創期の苦労は計り知れない程だったでしょう。大学
病院の教授が絶対的な権限を持つ、いわゆる〝白い巨塔〟
の時代ですから・・・。

一方、戦後間もない頃は、心電図も、自動血圧計も、
血中酸素を予測する機器も無く、手術をしながら生体管
理をするのは至難の業だったと思います。さらに、当時
の麻酔薬は扱いづらい代物（利かない、覚めない、危ない）
で、外科医たちの孤軍奮闘ぶりと、危険な状況にある患
者の姿が目に浮かびます。

現代では、手術を滞りなく、より安全に遂行するため
に、麻酔科以外にも、多くの専門職が出来ました。例えば、
塩田記念病院では、麻酔器、呼吸器、顕微鏡などを点検、
整備する専門職（臨床工学技士）が活躍しています。他
にも、専属看護師、薬剤師、放射線技師、手術器具の滅
菌管理者、事務総括者など、多くの専門職の連携によっ
て、安全な手術室運用が図られています。

塩田記念病院
医療法人

TEL 35-0099

SHIODA

塩田記念病院
　麻酔科　

中村 京一 医師

病気の豆知識
手術室の過ごし方（2手術室の専門職）

今回の頑張るながらの人たちは国府里
にある「はっぴぃマウス」さんへ取材に
行ってきました。

はっぴぃマウスの利用者さんは「人との距離が近いことが苦手
な方」や「机の配置等が変わることが苦手な方」などそれぞれに
強い個性を持っています。職員の皆さんはそれらに対応するため
に、作業する配置を工夫したり、配置替えした机の上に名前を貼っ
たりするなどして対応しています。一生懸命に仕事をする利用者
さんの姿にも、利用者さんが作業に集中できるよう環境を整える
職員の皆さんの心遣いにも感銘を受けました。（貝塚）

• 国民健康保険税　第 5 期
• 介護保険料　第４期
• 後期高齢者医療保険料　第 5 期

納付期限は、11月30日（木）です。納め忘
れのないようご注意ください。
※�口座振替申込みの方は、納付期限の前日

までに口座の残高確認をお願いします。

今月の納税のお知らせ
集後記編

【　町　】
心配ごと相談 12月20日（水） 10：00〜15：00 福祉センター ☎35-0260

人権相談
12月20日（水） 10：00〜15：00 〃
●いじめ　●扶養相続等の家庭問題　●いやがらせ等の悩みごとに関する相談です。

行政相談 1月22日（月）●行政に関する苦情・相談です。 10：00〜15：00 福祉センター ☎35-0260
※心配ごと相談・人権相談・行政相談については、相談日に限り電話でのご相談も受け付けています。
移動交番 役場　12月15日（金） 10：00〜11：30 茂原警察署地域課  ☎22-0110

子どもの虐待などの相談
児童福祉法が改正されて相談先が広がりました。
児童相談所や福祉事務所に加え、身近な市町村の窓口が子どもに関するあらゆる
相談や虐待の疑い等の連絡も受け付けます。

健康福祉課 ☎35−2414

【長生健康福祉センター　:　茂原市茂原1102-1　長生合同庁舎内】
不妊相談 地域保健福祉課までお問い合わせください。 （予約制）

地域保健福祉課 ☎22-5167

こころの健康相談 地域保健福祉課までお問い合わせください。 14：00〜16：00（予約制）
精神障害者社会復帰事業
（デイケアクラブ） 毎月　第２木曜日 10：00〜16：00（登録制）

エイズ・感染症・肝炎検査
（無料）

［即日検査］毎月第1・3火曜日 13：00〜14：00（予約制）
［夜間検査］偶数月　第3火曜日 17：30〜19：00（予約制）

骨髄バンクドナー登録受付 毎月　第1火曜日 10：00（予約制）
腸内細菌検査（有料） 毎週火曜日（第5週を除く） 9：00〜11：00
家庭児童相談 月曜日〜金曜日 9：00〜17：00
母子父子自立支援 月曜日〜金曜日 9：00〜17：00
DV相談 来所相談：火曜日（予約制）電話相談：月曜日〜金曜日 9：00〜17：00 専用電話 ☎22-5565
障がいのある人への差別に関する相談 月曜日〜金曜日 9：00〜17：00 専用電話 ☎26-1510
※該当日が祝日の場合は実施しません。※詳細については電話でお問い合わせください。

各 種 相 談 日 程
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今月の納税の

お知らせ

夜間、お子さんの具合が急に
悪くなったときに、看護師や
小児科医が電話でお子さんの
症状を伺い、すぐに医療機関
で受診した方が良いか、家で
様子をみても大丈夫か等をア
ドバイスします。

相談時間 　毎日夜間
　19：00〜翌6：00まで

電話番号 　♯8000
（プッシュ回線・携帯電話）
☎043-242-9939
（ダイヤル回線・♯8000を
ご利用いただけない場合）

こ ど も 急 病
電 話 相 談

日曜・休日当番医案内
　救急患者の方が優先となります。
　日曜・休日当番医は、変更となる場合があります。
　中央消防署指揮情報係（☎24-0119）へお問い合わせください。

診療時間は9：00〜17：00までです。

長生郡市夜間急病診療所案内
●診療科目:内科・小児科　診療時間：20：00〜23：00
　茂原市八千代1-5-4（消防署裏）☎24-1010
●夜間急病診療テレフォン案内　19：00〜翌6：00　☎24-1011

月 / 日
茂 原 地 区

内　科　系 外　科　系
12/3 大 木 医 院 （23）2546 宍 倉 病 院 （24）2171

12/10 金 坂 医 院 （22）4885 須 田 外 科 医 院 （23）7748

12/17 山 之 内 病 院 （25）1131 宍 倉 病 院 （24）2171

12/23 豊栄元氣クリニック （40）4884 塩 田 記 念 病 院 （35）0099

12/24 す だ 内 科 医 院 （24）7717 公 立 長 生 病 院 （34）2121

12/31 公 立 長 生 病 院 （34）2121 聖 光 会 病 院 （35）5151

町 　 公 　 民 　 館
町 福 祉 セ ン タ ー
都市農村交流センター

11/20（月）、27（月）、12/4（月）、11（月）、18（月）、25（月）、28（木）
11/20（月）、24（金）、27（月）、12/4（月）、11（月）、18（月）、25（月）
11/24（金）、12/7（木）、14（木）、21（木）、28（木）
※上記はいずれも 12 月 29 日〜 1 月 3 日まで年末年始のため休館します。

各公共施設の
休　 館　 日

< 材料：４人分 >
鮭（甘口）… ………………… 2 切れ
アボカド……………………… 1 個
　　味噌………………… 小さじ２
A　マヨネーズ…………… 小さじ２
　　すりごま（白）… …… 小さじ２
青ねぎ……………… 大さじ 2 程度
ごはん……… 560g（1 人分 140g）

＜ここがポイント♪＞
認知症予防の食事として大切な栄養素は、ビタミン E、ビタミン B 群、βカロテン、DHA、

EPA です。今回のレシピは、認知症予防の助けとなる栄養素を豊富に含んだ食材を組み合わせて
あります。
※ごまは「すりごま」の方が消化吸収がよく効率よく栄養素を摂取できます。

◆作り方◆
①鮭は焼いて身をほぐす。
青ねぎは小口切りにする。
②アボカドは半分に切り種
を取り出し、食べやすい大
きさに切り、A と混ぜ合わ
せておく。
③ご飯の上に、鮭、アボカド、青ねぎを盛り付けて出来上がり。

問い合わせ先　健康福祉課　健康管理係（長柄町食生活改善健康づくり推進員会　事務局）☎35-2414

☆　栄養価（１人分）  エネルギー 373kcal　たんぱく質 13.7g　脂質 10.4g　食塩 0.8g
☆　ヘルスメイトとは、食生活改善健康づくり推進員のことです。

健康レシピ
ヘルスメイトおすすめ！

健康レシピヘルスメイトおすすめ！

アボカド鮭丼認知症予防！


